
本市の人口と世帯数（平成３０年１月３１日現在）
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子ども食堂、始まってます！・・・・・・・・Ｐ５

平成３０年度分無料ごみシールを配布します・・Ｐ６

４月から福祉医療費助成制度が変わります・・Ｐ８

保健医療のページ・・Ｐ１６

子育てのページ・・・Ｐ１７～１９

今月の相談・・・・・Ｐ２０

くらしのページ・・・Ｐ２０～２３

ゆとりのページ・・・Ｐ２４～３１

人口　１１万２８６０人（男性５万３５４４人、女性５万９３１６人）　世帯数　５万７４６世帯

３３
NoNo..8１8１８８

平平成成３３００年年
２２００１１８８

３月１０日、１１日、「じないまち 雛 めぐり」が開催されます。（写真は昨年の様子）　　※関連記事３２ページ
ひな
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災害による被害を最小限に              
～平町二丁目に自主防災会が誕生～

　新たに、平町二丁目に自主防災会が結成さ

れ、防災倉庫や油圧ジャッキ、シャベルなどの

防災資機材が配備されました。

　今後、日頃の防災活動や地域で発生した災害

へのいち早い対応など、地域防災の柱として住

民の安全を確保するための活発な活動が期待さ

れます。

●自主防災組織を結成しましょう

　大規模災害が発生した場合、一人の力では限

界があります。

　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たち

で守る」という、地域住民の強い信念と連帯感

に基づいて、自主的に結成する防災組織です。

若い世代を含めた一人一人の「力」が必要です。

災害に強い地域を作るために自主防災組織を結

成しましょう。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)１１２５〕
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近
年
、
地
震
や
豪
雨
、
台
風

に
よ
る
災
害
が
多
く
発
生
し
て

お
り
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
に
対
す
る
備
え
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
市
で
も
昨
年
　
月
に
発
生

１０

し
た
台
風
第
　
号
に
よ
り
、
大

２１

き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
て
い
ま
す

　
本
市
で
は
、
風
水
害
な
ど
に

備
え
、
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
市
役
所

に
設
置
し
た
親
局
か
ら
、
災
害

危
険
箇
所
な
ど
に
設
置
し
た
子

局
へ
防
災
情
報
を
無
線
で
送
信

し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
風
水
害
な
ど

に
よ
る
土
砂
災
害
や
河
川
の
氾

濫
な
ど
の
発
生
の
危
険
性
が
高

ま
っ
た
と
き
、
避
難
勧
告
な
ど

の
情
報
を
い
ち
早
く
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
災
害
発
生
時
な
ど
に
は
、
子

局
か
ら
親
局
へ
の
緊
急
連
絡
も

可
能
で
、
こ
れ
ま
で
に
災
害
危

険
区
域
や
市
立
小
学
校
な
ど
市

内
　
カ
所
に
子
局
を
設
置
し
て

４３
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
「
Ｊ－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
ジ
ェ

イ
・
ア

ラ

ー

ト
）
」
に
接

続

し
、
国
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
地

震
や
武
力
攻
撃

な
ど
の
対
処
に

時
間
的
余
裕
の

な
い
緊
急
事
態

の
情
報
を
受
信

し
、
自
動
で
市

民
の
皆
さ
ん
へ
伝
達
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

防
災
無
線
を
活
用
し
た

定
期
放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害

を
教
訓
と
し
て
、
平
成
　
年
６

２５

月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
一
部

改
正
さ
れ
、
新
た
に
「
避
難
行

動
要
支
援
者
（
災
害
の
際
に
自

ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

人
）」
に
係
る
名
簿
の
作
成
を
市

町
村
に
義
務
付
け
る
な
ど
、
避

難
行
動
要
支
援
者
対
策
の
強
化

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
災
害
時

の
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
と

し
て
、
ご
本
人
の
申
し
出
な
ど

に
よ
り
「
避
難
行
動
要
支
援
者

避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避
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簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
にににににににににににににににににににににに

登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録
登
録
をををををををををををををををををををををを

名
簿
」
に
登
録
し
、
支
援
が
必

要
な
人
の
情
報
を
適
切
な
情
報

管
理
の
下
、
地
域
の
支
援
組
織

（
町
会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
）

に
提
供
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
名
簿
へ
の
登
録
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
地
域
福
祉
課
ま
た

は
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
２
、
２
８
５
）

３
月
か
ら
定
期
放
送
の
時

間
が
午
後
６
時
に
変
わ
り

ま
す

　
防
災
無
線
を
活
用
し
、
災
害

発
生
時
に
備
え

た
平
常
時
の
放

送
点
検
と
、
子

ど
も
た
ち
に
帰

宅
を
呼
び
掛
け

る
た
め
に
定
期

放
送
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

と
き
・
内
容
　

毎
日
、
午
後
６
時
（
　
月
～
翌

１０

年
２
月
ま
で
は
午
後
５
時
）、

童
謡
「
夕
焼
け
小
焼
け
」（
メ
ロ

デ
ィ
の
み
）

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
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ににににににににににににににににににににに
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
えええええええええええええええええええええ

災
害
や
緊
急
事
態
に
備
え
てててててててててててててててててててててて
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本
市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
今
後

発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
大
規

模
災
害
に
備
え
、
準
防
火
地
域

の
指
定
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
現
在
、
市
街
化
区
域
全
域

（
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、

工
業
専
用
地
域
、
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
を
除
く
）を
準
防

火
地
域
に
指
定
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
お
け
る
防
火
性
能
の
向

上
を
図
る
た
め
、
新
た
に
指
定

範
囲
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
準
防
火
地
域
の

指
定
拡
大
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
周
知
す
る
た
め

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
　
日

、
午
後
７

１５

時
～
８
時
、　

日

、
午
前
　

１７

１０

時
～
　
時
１１
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と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室

※
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
市

役
所
第
２
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
駐
車
場
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

定
員
　
各
１
０
０
人
（
当
日
、

直
接
会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
準
防
火
地
域
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
内
線
４
５
３
、
４
５
９
）、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

つ
い
て
は
、
文
化
財
課
（
内
線

５
０
８
）

新しい学校給食センターで調理した給食を
試食しませんか
　新しい学校給食センターの完成を記念して、試食会を実施しま

す。試食会では、実際に同センターで調理した給食を食べていた

だけますので、この機会にぜひご参加ください。

とき　３月２９日、午後０時３０分～（正午～受け付け）

ところ　藤沢台小学校　

※会場には駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用くだ

さい。

内容　わかめごはん、豚じゃが、ししゃものいそべ揚げ、もやし

の甘酢　

※各献立で使用されている食品など詳しくは、お問い合わせくだ

さい。

定員　１５０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料　

持ち物　上履き、靴を入れる袋

問い合わせ　学校給食課〔(２８)５２１１〕

衛

疫

鋭

益
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交
通
ル
ー
ル
の
順
守
な
ど
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
、
左
表
の
日
程
で
同

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
運
転

免
許
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
最

寄
り
の
会
場
で
受
講
し
ま
し
ょ

う
。
　
な
お
、
運
転
免
許
証
を
お
持

ち
で
な
い
人
も
受
講
で
き
ま
す

の
で
、
交
通
安
全
に
関
心
の
あ

る
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

春
の
交
通
安
全
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

※
今
回
、
会
場
が
従
来
の
大
伴

小
学
校
か
ら
か
が
り
の
郷
に
、

富
田
林
小
学
校
と
市
役
所
が

 Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 （
き
ら
め
き
創
造

ト

ピ

ッ

ク

館
）
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
　
分
前
よ
り
受
け

３０

付
け
開
始
で
す
。

※
全
て
の
会
場
で
手
話
通
訳
が

付
き
ま
す
。

※
運
転
者
講
習
受
講
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
へ
車
で
お
越
し

の
場
合
は
、
市
役
所
駐
車
場
ま

た
は
市
営
東
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
会
場
の

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

●準防火地域とは

　地震などの災害により生じる

市街地大火による延焼被害を抑

えることを目的とし、建物に一

定の防火性能を義務付ける区域

を定めるものです。

　準防火地域に指定されると、

建物規模による建築制限が適用

されます。
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本
市
で
は
、
保
護
者
が
仕
事

な
ど
で
家
庭
で
の
保
育
が
困
難

な
場
合
に
、
小
学
６
年
生
ま
で

の
病
気
の
お
子
さ
ん
を
専
用
ス

ペ
ー
ス
で
一
時
的
に
保
育
す
る

「
病
児
保
育
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

※
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
年
度

ご
と
に
事
前
の
利
用
登
録
が
必

要
で
す
。

実
施
施
設
　
富
田
林
病
院
内
保

育
施
設
「
な
で
し
こ
保
育
園
」

保
育
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始

は

除

く
）
、
午

前
８
時
　
分
～

３０

午
後
６
時

利
用
期
間
　
１
回
に
つ
き
最
長

１
週
間

定
員
　
１
日
あ
た
り
最
大
４
人

事
前
登
録
　
３
月
１
日

～
、

利
用
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
こ
ど
も
未
来
室
へ

（
郵
送
不
可
）　

※
市
内
保
育
所
・
学
童
ク
ラ
ブ

利
用
者
は
利
用
施
設
へ
の
持
参

も
可
。

※
同
申
込
書
は
こ
ど
も
未
来
室

ま
た
は
市
内
保
育
所
・
学
童
ク

ラ
ブ
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

※
対
象
者
や
利
用
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
子
育
て
応
援
サ
イ
ト

「
Ｔ
ｏ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
」〔h

ttp
://to

n
-to
n
.jp

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（
同
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
６
）
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児
保
育
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３
月
１
日

か
ら
、
平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
　
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
ののののののののののののののののののののの

年
度
分
の
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利
用
登
録
を
受
け
付
け
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

対
象
者
　
申
請
時
点
で
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

◆
平
成
　
年
４
月
３
日
以
降
に

２９

本
市
で
母
子
保
健
法
に
基
づ
く

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
で
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り

し
て
い
ま
す
。

～
平
成
　
年
度
分
の
申
請
は
３
月
　
日

ま
で
～
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30
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市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

お
祝
い
品
の
内
容
　
地
元
産

品
、
マ
タ
ニ
テ
ィ

用
品
、
ベ
ビ
ー
用

品
な
ど
の
品
物

※
お
祝
い
品
は

準
備
が
整
い
次
第
、
順
次
発
送

し
ま
す
。

申
請
の
受
け
付
け
　
３
月
　
日
３０


ま
で
（
妊
娠
の
届
け
出
を
す

る
際
に
、
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
都
市
魅

力
創
生
課
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
３
）

　
自
転
車
や
バ
イ
ク
を
路
上
な

ど
に
放
置
す
る
と
、
歩
行
者
や

車
い
す
の
通
行
を
妨
げ
る
だ
け

で
な
く
、
交
通
事
故
の
原
因
と

な
り
大
変
危
険
で
す
。

　
特
に
、
駅
周
辺
は
「
自
転
車

等
放
置
禁
止
区
域
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
同
駐
車
場
は
、
自
転
車
と
原

付
バ
イ
ク
（
　
㏄

以
下
）
が
駐

５０

車
で
き
、
一
時
利
用
も
可
能
で

す
。
自
転
車
の
定
期
利
用
に

は
、
学
生
割
引
（
高
校
生
以
下
）

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近
鉄
長

野
線
「
喜
志
駅
」
改
札
口
へ
は
、

地
下
専
用
通
路
で
直
結
し
て
お

り
雨
の
日
も
大
変
便
利
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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自
転
車
駐
車
場
の
ご
利
用
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

利
用
時
間
　
午
前
６
時
～
翌
日

の
午
前
０
時
　
分
３０

利
用
料
金
　
左
表
の
と
お
り

申
し
込
み
　
同
駐
車
場
〔

　（２４）

６
２
９
３
〕
へ

第10回特別弔慰金の請求
手続きの受け付けは４月
２日で終了します

　「第１０回戦没者等の遺族に対す

る特別弔慰金」の請求手続きの受

け付けは、４月２日をもって終

了します。

　期限を過ぎると、同弔慰金を受

ける権利がなくなりますので、お

早めにご請求ください。

　支給対象者かどうかの確認や請

求手続きの方法など詳しくは、お

問い合わせください。

※支給対象者の要件は、市ウェブ

サイトの各課のページ「地域福祉

課」でもご覧いただけます。

問い合わせ　地域福祉課（内線

２８３）

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人
に
お
祝
い
品

を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
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子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももも食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始まままままままままままままままままままままっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす子ども食堂、始まってます！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
　食事の提供を通じて、子どもたちが安心して過ごせる居場所づくりの取り組みとして「子ども食堂」の輪が全国的に広がっています。

　本市でも、昨年「市子ども食堂補助金」を創設し、子ども食堂を運営する団体を支援しています。現在、同補助金を活用し「バラ

ンスの良い温かい食事と居心地のよい地域の居場所」をモットーに、５つの団体がそれぞれ特色のある取り組みを始めています。

　また、子ども食堂に関わるボランティア養成のための研修会を受講したうちの約５０人が「子ども支援サポーター」に登録され、

子ども食堂の運営への支援や子ども食堂に関する研修会へ参加されています。皆さんも一度、「地域のぬくもり」にふれてみませんか。

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市ののののののののののののののののののののののののののののの子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももも食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食本市の子ども食堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂

問い合わせ　とんだばやし子ども食堂・居場所づくり運営支援ネットワーク

（市社会福祉協議会〔(２５)８２００〕、市民公益活動支援センター〔(２６)７８８７〕、

人権政策課（内線472））
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　栄養のあるバラエティーあふれる

メニューを用意し、季節の行事も大

切にしています。

とき　木曜日、午後６時～７時３０分

（月４回）

ところ　人権文化センター

問い合わせ　古川さん〔(２４)３７００〕

ほっとスペースとんだばやし
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子ども支援サポーターにご登録を

　子ども食堂でのボランティアや子

どもの居場所づくり

に関心のある人、大

歓迎です。登録方法

など詳しくは、お問

い合わせください。

●研修会を実施しています！

　「子ども食堂と子どもの居場所づ

くりに求められるもの」「富田林の子

ども食堂の取り組み」「食品衛生」な

どさまざまなテーマで研修会を実施

しています。参加方法など詳しく

は、お問い合わせください。

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

　子どもも大人も楽しめるダーツが

併設されたダーツ場で楽しめます。

とき　日曜日、午前１０時～午後２時

（月２回）

ところ　多目的カフェ＆バー「花唐草」

（須賀二丁目１９の１１）

問い合わせ　寺田さん〔０７０(４３１３)

６３５８〕

寺子屋カフェ「 花  唐  草 」
はな から くさ

　愛情たっぷりの「おむすび」を食

べて、子どもも大人も一緒に同じ時

間を楽しみましょう。

とき　第２土曜日、第４日曜日、い

ずれも午後５時～８時

ところ　オレンジカウンティ・カフェ

（宮町二丁目７の３９）

問い合わせ　山田さん〔(７０)７１４２〕

 縁 むすび　こども食堂
えん

軽

鶏

頚

芸

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

　子どもたちが安心して自分の力で

成長していくために、「ほっこり」と

過ごせる空間づくりをめざします。

とき　土曜日、正午～午後２時（月

２回）

ところ　 ＭＡＰ カフェ（本町１２の１１）
マ ッ プ

問い合わせ　山口さん〔０８０(１４４９)

１０４３〕

ほっこり食堂
軽

鶏

頚

芸

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

　小学生～大学生の青少年やボラン

ティアスタッフと一緒に「みんなが

元気になれる食堂」をめざします。

とき　土曜日、午後６時～８時（月

２回）

ところ　 Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）
ト ピ ッ ク

問い合わせ　竹内さん〔０８０(４８４０)

５８６４〕

元気もりもり食堂

※開設日や参加方法など詳しくは、各食堂へお問い合わせください。

すばるホールでの研修会の様すばるホールでの研修会の様子子

～みんなの笑顔が集まる楽しい居場所～
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な
お
、
シ
ー
ル
は
世
帯
の
人

数
ご
と
に
分
け
て
発
送
す
る
た

め
、
同
じ
地
域
、
同
じ
住
所
で

あ
っ
て
も
到
着
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

ご
み
の
分
別
に
関
す
る
情
報
や

収
集
の
曜
日
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
が
届
い
た
ら
種
類
、

枚
数
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い

　
シ
ー
ル
の
種
類
、
配
布
枚
数

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
　
日

を
過
ぎ
て
も

２９

シ
ー
ル
が
届
か
な
い
と
き
は
、

衛
生
課
（
内
線
１
４
４
～
１
４

６
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

シ
ー
ル
の
交
付
申
請

　
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い

人
な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
本

市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
（
住
所
と
氏
名
が

記
載
さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の
領

収
書
、
賃
貸
契
約
書
、
郵
便
物

の
コ
ピ
ー
な
ど
）
と
印
鑑
を
持

参
し
、
衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連

絡
所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
学
生
（
住
民
登
録
さ
れ
て
い

な
い
）
に
貸
家
さ
れ
て
い
る
家

主
の
皆
さ
ん
へ

　
短
期
大
学
生
や
大
学
生
に
貸

家
さ
れ
て
い
る
家
主
は
、
シ
ー

ル
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
　
申
請
時
に
は
、
印
鑑
と
建
物

の
名
称
や
所
在
地
、
部
屋
番

号
、
学
生
の
氏

名
、
生
年
月
日
、

学
校
名
、
学
年
、

学
生
証
番
号
が

必
要
で
す
。

■
転
出
な
ど
に

よ
り
本
市
か
ら

引
っ
越
し
さ
れ

る
場
合
は
、
転

出

届

の

際

に

シ
ー
ル
を
返
還

し
て
く
だ
さ
い

　
シ
ー
ル
は
譲

渡
禁
止
で
す
。

他
人
に
譲
ら
な

い

で

く

だ

さ

い
。

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送

で
配
布
し
ま
す

　
茶
色
の
封
筒
に
、
シ
ー
ル
と

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
保
存
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
、
ご
家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投

函
し
ま
す
。
３
月
　
日

～
　

１５

２８

日

の
間
に
郵
送
で
配
布
し
ま

す
の
で
、
期
間
中
は
ポ
ス
ト
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ー
ル
は
４
月
か
ら
使
用

で
き
ま
す

　
シ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
色

分
け
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
３０

度
の
シ
ー
ル
は
、
４
月
か
ら
の

収
集
に
使
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、　

年
度
の
シ
ー
ル
が

２９

残
っ
て
い
る
場
合
は
、
継
続
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
シ
ー
ル
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

紙
お
む
つ
な
ど
を
利
用
さ

れ
て
い
る
人
に
ご
み
シ
ー

ル
を
追
加
交
付
し
ま
す

　
高
齢
や
身
体
の
障
が
い
な
ど

の
た
め
、
紙
お
む
つ
、
ス
ト
マ
、

腹
膜
透
析
液
バ
ッ
グ
を
常
時
利

用
さ
れ
て
い
る
人
に
、
申
請
に

よ
り
ご
み
シ
ー
ル
を
追
加
交
付

し
ま
す
。

●
交
付
枚
数
　
１
週
間
に
つ

き
、
燃
え
る
ご
み
専
用
シ
ー
ル

２
枚

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルををををををををををををををををををををを配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま無料ごみシールを配布しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

●
交
付
申
請
　
初
め
て
の
申
請

に
は
証
明
が
必
要
で
す
。
衛
生

課
、
金
剛
連
絡
所
に
備
え
付
け

の
申
請
書
に
「
障
が
い
者
等
日

常
生
活
用
具
給
付
等
決
定
通
知

書
」の
コ
ピ
ー
を
添
付
す
る
か
、

次
の
い
ず
れ
か
の
人
に
証
明
を

受
け
て
、
衛
生
課
ま
た
は
金
剛

連
絡
所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い◆
医
師
（
開
業
医
、
か
か
り
つ

け
医
な
ど
）　
※
証
明
手
数
料

は
無
料
で
す
。

◆
地
域
の
民
生
委
員

◆
町
総
代
（
自
治
会
長
）

◆
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

※
２
年
目
以
降
、
証
明
は
不
要

で
す
。

●
シ
ー
ル
の
返
却
　
転
出
な
ど

の
理
由
に
よ
り
使
用
す
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成333333333333333333333000000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度平成30年度分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
休
日
窓
口
を
次
の
日
程

で
開
設
し
ま
す
。

　
申
請
者
本
人
が
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
き
　
３
月
４
日

、
４
月
１

日

、
午
前
９
時
～
正
午
　

マママママママママママママママママママママママママママママ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
バババババババババババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ののののののののののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
日
曜
交
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
会
議
室

（
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
）

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
、
１
３
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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平
成
　
年
度
の
狂
犬
病
予
防

３０

注
射
と
飼
い
犬
登
録
を
、
左
表

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

※
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
、
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
小
雨
決
行
。
午
前
中
に
中
止

が
決
定
し
た
場
合
は
、
そ
の
後

天
候
が
回
復
し
て
も
、
そ
の
日

は
中
止
と
な
り
ま
す
）。

※
体
調
な
ど
に
不

安
が
あ
る
場
合
や

治
療
・
投
薬
中
の

場
合
は
、
か
か
り

つ
け
の
動
物
病
院
で
の
接
種
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

費
用
　
１
匹
に
つ
き

・
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円

（
生
涯
１
回
）

・
注
射
手
数
料
３
２
５
０
円

（
狂
犬
病
予
防
注
射
２
７
０
０

円
、
注
射
済
票
５
５
０
円
）

※
犬
が
暴
れ
る
と
注
射
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
会

場
に
は
犬
を
お
と
な
し
く
で
き

る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂
犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注
射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射
ををををををををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
うううううううううううううううううううううう

　
宅
地
建
物
取
引
な
ど
の
場

で
、
同
和
地
区
で
あ
る
か
ど
う

か
を
尋
ね
た
り
、
同
和
地
区
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
宅
地
建
物

を
購
入
し
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
は
差
別
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
人
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
、
女
性
で
あ
る
と
い
う

理
由
だ
け
で
入
居
を
断
る
こ
と

も
差
別
と
な
り
ま
す
。

　
住
ま
い
の
差
別
を
な
く
し
、

全
て
の
人
の

人
権
が
尊
重

さ
れ
る
ま
ち

を
、
私
た
ち

み
ん
な
の
力

で
築
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療

に
要
す
る
費
用
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
府
な
ど
が
実
施
す

る
「
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定

治
療
支
援
事
業
」
の
承
認
を
受

け
た
、
本
市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
夫
婦
を
対
象
に
助
成
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
４
月
よ
り

２９

不
育
症
治
療
を
受
け
て
い
る
夫

婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
不
育
症
治
療
費
の
助

成
も
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
治
療
費
も
、
助
成

を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

　
申
請
方
法
や
申
請
期
限
な
ど

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
健
康
づ
く

り
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
の

事
業
案
内
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
書
も
同
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

特
定
不
妊
治
療
費
・
不
育
症
治
療
費

の
申
請
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

やややややややややややややややややややややや
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううううう

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
ままままままままままままままままままままま
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ののののののののののののののののののののの

住
ま
い
の
差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
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玄

源
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元
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元
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元
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元
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元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
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元
元
元
元
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元
元
元
元
元
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元
元
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元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
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４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１４月１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららら福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ががががががががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままら福祉医療費助成制度が変わりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

問い合わせ　福祉医療課（内線１６３、１６４）

　４月１日から、福祉医療費助成制度の対象者や助成の範囲、一部自己負担額が次のとおり変わります。

　なお、４月以降も医療証に記載された有効期間内は、現在お持ちの医療証をお使いください。

■障がい者医療と老人医療を整理・統合し、「重度障がい者医療」に変更

■一部自己負担額（医療機関での支払い額）の変更

■助成対象となる医療費などの変更

障がい者医療証・老人医療証をお持ちの人および障がいのある人へ

○精神病床への入院医療費を助成対象外とします（経過措置として、３月31日までに資格認定されている

　人は、平成33年３月31日まで助成対象となります）。

○訪問看護ステーションが実施する訪問看護（医療保険適用分）利用料を新たに助成対象とします。
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す
ば
る
ホ
ー
ル
内
に
あ
る

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ズ
」
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
め
ざ
し
て
自
主
活
動
を

す
る
グ
ル
ー
プ
が
学
習
、
会

議
、
交
流
な
ど
の
た
め
に
使
用

で
き
る
部
屋
で
す
。

　
室
内
に
は
、
印
刷
機
、
貸
し

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

部
屋
の
利
用
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
グ
ル
ー
プ
登
録
が
必
要

で
、
活
動
内
容
や
会
員
構
成
な

ど
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
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男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ

登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録
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ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
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ををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

登
録
グ
ル
ー
プ
を
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　
ま
た
、
登
録
グ
ル
ー
プ
に
な

る
と
、
登
録
団
体
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
ウ
ィ
ズ
ネ
ッ
ト
」

に
参
加
し
て
、
市
と
連
携
し
て

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
今
年
４
月
か
ら
の
使

用
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

は
、
３
月
　
日

ま
で
に
申
請

１６

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
人
権
政
策
課
（
内

線
４
７
４
）
へ

女性がもっと活躍できる社会に             
～中小企業の事業主の皆さん、女性の活
躍推進に取り組みましょう～

　優秀な人材の確保や職場定着を図るために、これ

までの「働き方」の見直しが課題となっています。

女性が働きやすい魅力ある職場づくりは「働き方改

革」の一番の近道です。

　中小企業においても、女性活躍推進法に基づき、

女性の活躍状況の把握・課題分析や行動計画の策定・

届け出などに取り組んでみませんか。

■行動計画の策定・届け出などをするメリット

　女性活躍推進法では、常時雇用する労働者が３００

人以下の企業については、行動計画の策定・届け出

などは努力義務（３０１人以上は義務）となっています

が、行動計画の策定・届け出などをすると次のよう

なメリットがあります。

◆厚生労働省が運営する「女性の活躍推進企業デー

タベース」〔http://positive-ryouritsu.mhlw.go.jp/positi

vedb/〕で、自社の取り組みを学生や消費者、投資

家などにアピールできる。

◆行動計画に沿った取り組みを実施した場合に、「両

立支援等助成金（女性活躍加速化コース）」が支給さ

れる。

◆公共調達での加点評価の対象になる。

※詳しくは、厚生労働省ホームページ「女性活躍推

進法特集ページ」〔http://www.mhlw.go.jp/stf/seisa

kunitsuite/bunya/０００００９１０２５.html〕をご覧ください。

問い合わせ　大阪労働局指導課〔０６(６９４１)８９４０）

■
取
得
で
き
る
証
明
書
と
交
付

手
数
料

　
左
表
の
と
お
り

■
利
用
方
法

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利

用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
搭

載
さ
れ
た
も
の
）
を
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て

い
る
キ
オ
ス
ク
端
末
（
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
）
に
セ
ッ
ト
し
、
画

面
の
指
示
に
従
っ
て
、
利
用
者

証
明
用
電
子
証
明
書
の
４
桁
の

暗
証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と

で
、
証
明
書
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
通

知
カ
ー
ド
で
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
」
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

■
利
用
時
間

　
午
前
６
時
　
分
～
午
後
　
時

３０

１１

（
店
舗
営
業
時
間
内
の
み
）

※
年
末
年
始
と
シ
ス
テ
ム
休
止

日
は
除
く
。

■
利
用
で
き
る
店
舗

　
キ
オ
ス
ク
端
末
（
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
）
が
設
置

さ
れ
て
い
る
、「
証

明
書
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
参
加

事
業
者
」
の
店
舗

（
ロ

ー

ソ

ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
な
ど
）

■
利
用
上
の
注
意

・
市
役
所
窓
口
で

取
得
で
き
る
証
明

書
と
は
用
紙
が
異

な
り
ま
す
（
Ａ
４

サ
イ
ズ
の
普
通

紙
）。

・
出
力
さ
れ
る
ま
で
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
失
敗
や
故
障
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
場
を

離
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

・
誤
っ
て
取
得
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、
取
得
し
た
証
明
書
の
交

換
や
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
暗
証
番
号
を
連
続
し
て
３
回

間
違
う
と
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
２
）

マママママママママママママママママママママイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンバババババババババババババババババババババーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドををををををををををををををををををををを利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用しししししししししししししししししししししマイナンバーカードを利用したたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
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実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施しししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままま実施していますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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w
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o
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ld
a
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〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界
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世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
のののののののののののののののののののののの

ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ラララララララララララララララララララララ
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ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
ププププププププププププププププププププププ

　
府
で
は
、
同
啓
発
デ
ー
に
合

わ
せ
て
、
府
内
の
主
要
建
物
を

同
啓
発
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
２
日

、
日
没

（
午
後
６
時
　
分
ご
ろ
）
～
午

３０

後
　
時
１１

と
こ
ろ
　
大
阪
城
天
守
閣
、
天

保
山
大
観
覧
車
　

※
天
保
山
大
観
覧
車
は
午
後
　１０

時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
　
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー「
ピ
ピ
ッ
と
ラ
イ
ン
」

〔

０
６
（
６
９
１
０
）
８
０

０
１
〕

　
毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が

定
め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
で
す
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
こ

の
日
か
ら
８
日
ま
で
を
「
発
達

障
が
い
啓
発
週
間
」
と
位
置
付

け
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
促
進
の

た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
社

会
の
中
で
自
立
し
て
い
く
た
め

に
は
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る

私
た
ち
一
人
一
人
の
理
解
が
必

要
で
す
。

　「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
と

「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」
を

契
機
と
し
て
、
自
閉
症
を
は
じ

め
と
す
る
発
達
障
が
い
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔h

ttp
:/
/
w
w

　
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す
。
自
殺
で
亡
く
な
る
人
は

全
国
で
年
間
約
２
万
２
０
０
０

人
で
、
府
内
で
も
約
１
２
５
０

人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
、
そ
の
多

く
が
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」

で
あ
り
、「
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

社
会
的
な
問
題
」
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
次

の
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み
に

気
付
い
た
ら
、
温
か
く
寄
り
添

い
な
が
ら
、
悩
み
に
耳
を
傾

け
、
次
の
機
関
な
ど
へ
の
相
談

を
す
す
め
、
じ
っ
く
り
と
見
守

り
ま
し
ょ
う
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
〔

０
５
７
０
（
０
６

４
）
５
５
６
〕

（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
月

～
金
曜
日
、
午

前
９
時
　
分
～

３０

午
後
５
時
）

※
３
月
１
日

、
午
前
９
時
　３０

分
～
　
日

、
午
後
５
時
は
、

３１

　
時
間
体
制
で
相
談
を
受
け
付

２４け
ま
す
。

■
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
〔

０

６（
６
６
０
７
）
８
８
１
４
〕（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
月
・
火

木
・
金
曜
日
、
午
前
９
時
　
分
３０

～
午
後
５
時
）

■
若
者
専
用
電
話
相
談
（
わ
か

ぼ
ち
ダ
イ
ヤ
ル
）〔

０
６
（
６

６
０
７
）
８
８
１
４
〕（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
水
曜
日
、
午

前
９
時
　
分
～
午
後
５
時
）

３０

■
富
田
林
保
健
所
〔

　
２
６

（２３）

８
１
〕（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
　
分
）

４５

■
関
西
い
の
ち
の
電
話
〔

０

６（
６
３
０
９
）
１
１
２
１
〕（
３

６
５
日
、
　

時
間
対
応
）

２４

■
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
１
２
０

（
７
８
３
）
５
５
６
〕（
毎
月
　１０

日
、
午
前
８
時
～
翌
午
前
８

時
）

■
府
妊
産
婦
こ
こ
ろ
の
相
談
セ

ン
タ
ー
〔

０
７
２
５
　
５
２

（５７）

２
５
〕（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
月
～
金
曜
日
、
午
前
　
時
～

１０

午
後
４
時
）

自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）

　
府
で
は
、
大
切
な
人
を
自
死

（
自
殺
）
で
亡
く
さ
れ
た
人
の

た
め
に
、
来
所
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
の
専
門
相
談
員
が
、
ご
遺

族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
電
話

の
際
に
は
、「
自
死
遺
族
相
談
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６

６
９
１
）
２
８
１
８
〕（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
月
～
金
曜

日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　４５

分
）
へ

※
府
携
帯
サ
イ
ト
の
自
殺
対
策

の
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://k
o
k
o
ro
-o

sa
k
a
.jp
/j/

〕

に
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
の

相
談
窓
口
な

ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

３月は

自殺対策強化月間です

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいででででででででででででででででででででで まままままままままままままままままままままずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず打打打打打打打打打打打打打打打打打打打打打ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけててててててててててててててててててててて そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそののののののののののののののののののののの悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ～死なないで  まず打ち明けて  その悩み～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

毎
年
４
月
２
日
はははははははははははははははははははははははははははははははははは

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
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症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

４
月
２
日
～
８
日
はははははははははははははははははははははははははははははははははは

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達
障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
ががががががががががががががががががががががががががががががががが
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ででででででででででででででででででででででででででででででででで

「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす



１１

●
た
け
ち
ゃ
ん
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
三
丁
目

利
用
料
　
年
額
７
２
０
０
円
～

２
万
９
４
０
０
円
（
１
区
画
約

　
～
１
４
７
平
方
㍍
）

３６問
い
合
わ
せ
　
竹
野
さ
ん
〔


０
９
０
（
４
２
９
５
）
７
４
１

５
〕

●
な
の
花
畑

と
こ
ろ
　
佐
備

利
用
料
　
年
額
５
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
、
種
・
苗
・
肥

４０

料
代
、
営
農
指
導
・
農
具
使
用

料
な
ど
含
む
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ

レ
、
休
憩
所
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
東
さ
ん
〔

　（３４）

５
３
５
１
〕

●
松
村
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉
（
Ｊ
Ａ
大
阪
南

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
）

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
～
３
万
８
０
０
０
円
（
１
区

画
約
　
～
１
５
６
平
方
㍍
）

８５

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ

り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
　
忠
一
さ

ん
〔

０
９
０
（
５
６
６
３
）

６
２
３
７
〕

●
錦
織
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
一
丁
目

利
用
料
　
月
額
５
０
０
０
円

（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
、
イ
ン

５０

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
常
駐
、
完
全
指

導
型
）

※
駐
車
場
、
水
道
、
貸
し
農
具

あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
忠
勝
さ

ん
〔

　
３
６
７
４
〕

（２３）

●
も
と
き
り
ん
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
・
５
平
方
㍍
）

８２

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
、
ト

イ
レ
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
福
田
さ
ん
〔


　
２
１
３
６
〕

（３４）●
ハ
イ
ジ
の
里

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

８０

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
　
美
奈
子

さ
ん
〔

０
９
０
（
８
７
９
１
）

５
８
９
５
〕

●
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
二
丁
目

利
用
料
　
月
額
１
５
０
０
円

（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

２５

※
駐
車
場
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
正
雄
さ

ん
〔

０
９
０
（
９
８
６
１
）

１
６
１
６
〕

●
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
小
規
模

農
園
Ａ

と
こ
ろ
　
山
中
田
町
一
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
円
（
１
区

画
約
　
～
１
０
０
平
方
㍍
）

３５

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ

り
。

問
い
合
わ
せ
　
堀
川
さ
ん
〔


０
９
０
（
６
９
８
７
）
３
８
１

７
〕

●
富
田
林
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

１と
こ
ろ
　
佐
備

利
用
料
　
年
額
２
万
円
（
１
区

画
約
　
・
５
平
方
㍍
）

８２

問
い
合
わ
せ
　
谷
口
さ
ん
〔


　
３
１
５
１
〕

（３４）

貸
し
農
園
の

利
用
者
を
募
集

若者の就労相談をご利用ください

　南河内地域若者サポートステーションは、

働くことに一歩踏み出せない若者たちとじっ

くり向き合い、本人やご家族、保護者だけで

は解決が厳しい「動き出す力」を

引き出し、就職して社会へ踏み出

す橋渡しをする厚生労働省委託の

支援機関です。気軽にご相談ください。

とき　月～金曜日、第３土曜日（祝日を除く、

午前１０時～午後５時）　※要予約。

ところ　南河内地域若者サポートステーショ

ン（常盤町３の１７の５０１）

対象者　１５～３９歳の就労に悩みを持つ若者や

その家族

※月１回（原則第３水曜日）市役所での相談

も実施していますので、ぜひご利用ください

（２０ページの「今月の相談」参照）。

問い合わせ　同ステーション〔(２６)９４４１〕

障がい者の法定雇用率が引き上げ
られます

　「障害者雇用促進法」により、事業主は社会

的連帯の理念に基づき、障がい者の法定雇用

率に相当する人数以上の障がい者を雇用する

ことが義務付けられています。

　４月１日より、民間企業における同雇用率

が現在の２.０㌫から２.２㌫に引き上げられます。

問い合わせ　ハローワーク河内長野〔(５３)

３０８１〕

　「
最
近
も
の
忘
れ
が
気
に
な

る
」「
家
族
の
様
子
で
気
に
な
る

こ
と
が
あ
る
」「
病
院
に
行
く
の

は
た
め
ら
い
が
あ
る
」
な
ど
、

も
の
忘
れ
や
認

知
症
に
つ
い
て

不
安
に
感
じ
て

い
る
人
や
そ
の

ご
家
族
が
気
軽

に
相
談
で
き
る
よ
う
、
富
田
林

医
師
会
と
協
働
し
、
本
市
の
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
医
と
ほ
ん
わ
か

セ
ン
タ
ー
の
専
門
職
に
よ
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
支
援
者
が
同
席
し
、
介
護

や
支
援
方
針
な
ど
を
相
談
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相

も
の
忘
れ
医
療
介
護
相
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

の
窓
口
を

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままま

開
設
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
こ
と
で

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
４
月
４
日

、　

日
１８


、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
　
分
３０

～
２
時
、
午
後
２
時
　
分
～
２

１５

時
　
分
４５

※
５
月
以
降
の
開
設
日
は
、
次
月

号
以
降
「
今
月
の
相
談
」
の
ペ
ー

ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
階
介
護
認

定
審
査
会
室

定
員
　
各
１
組
　

費
用
　
無
料

申
し
込
み
　
３
月
６
日

～
、

相
談
希
望
日
の
前
週
金
曜
日
ま

で
に
高
齢
介
護
課
（
内
線
１
９

６
）
へ
（
申
し
込
み
先
着
順
）



１２

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
号
の
「
短
歌
」
は
３
月
　
日

、
６
月

３１

号
の
「
俳
句
」
は
４
月
　
日

、
７
月
号
の

３０

「
川
柳
」（
宿
題
「
安
心
」）
は
５
月
　
日

ま
で

３１

に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

寒
風
に
盾
の
ご
と
き
や
父
の
 背
 

せ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
町
　
　
　
　
土
井
　
清
子

∧
選
評
∨
一
読
後
、
万
人
に
わ
か
る
父
の
背
の
読
み

方
は
、
如
何
に
父
上
へ
の
尊
敬
と
、
感
謝
の
あ
ら
わ

れ
で
あ
り
親
子
と
し
て
の
関
係
は
最
高
と
読
め
る
。

一
読
後
に
、
は
や
ば
や
と
秀
句
と
な
す
こ
と
に
迷
い

は
な
か
っ
た
。

古
里
の
母
は
不
死
鳥
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
甲
田
　
　
　
　
　
奥
宮
　
陽
子

庭
を
掃
く
一
日
ご
と
に
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
不
動
ケ
丘
町
　
　
景
山
　
睦
子

朝
寝
坊
 雉
 の
一
声
背
を
押
さ
れ

き
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
不
動
ケ
丘
町
　
堀
内
　
き
み
子

七
草
の
雑
煮
祝
い
て
老
の
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
彼
方
　
　
　
　
西
尾
　
た
み
子

格
子
戸
を
抜
け
て
号
外
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
津
々
山
台
　
　
　
原
田
　
民
久

 納
 

お
さ
め

 札
 万
の
神
を
ひ
と
括
り

ふ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
戸
山
町
　
　
　
植
木
　
啓
次

剣
先
に
光
る
氷
雨
よ
 巫
  女
 の
舞

み
 

こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
４
月
号
は
「
川
柳
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
２
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

２８

藤沢台　

　山田　 結  愛 ちゃん（３歳１１カ月）
ゆ め

大好きなメルちゃんと一緒でハッ

ピー♪

清水町　

　大村　 莉  愛 ちゃん（２歳）
り あ

　　　　 旭 ちゃん（６カ月）
あさひ

２人仲良く笑顔いっぱい元気いっぱい

でね

南旭ケ丘町　

　橋本　 千  鶴 ちゃん（９カ月）
ち づる

元気いっぱいワンパク男の子、大き

く育ってね！

イ わ が 家
の ア ド ル

100歳
おめでとうございます！

　２月３日、１００歳の誕生日を迎え
られた松本　鶴子さんを訪問しまし
た。ご家族や施設の皆さんにお祝い
され、とても喜んでおられました。

宛先

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、兄弟・

姉妹と一緒に写っている写真でも可）は、写真に、

メッセージ（20字程度）を添え、住所、保護者とお

子さんの名前（ふりがな）、撮影時の年齢（月齢）、

電話番号を記入し、Ｅメール〔kouhou@city.tondaba

yashi.lg.jp〕または、封書で左記の宛先まで応募してください（Ｅメー

ルの場合は件名に「わが家のアイドル」と入力してください）。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になります。

「
頂
点
」
名
誉
会
員
　
日
原
　
輝
子
選

　
　
今
月
の
詠
題
「
当
季
雑
詠
」



子どもたちの豊かな心を育む取り組み

　近年、子どもたちが主体的に豊かな体験ができる

よう、幼児教育の現場で、創意工夫されたさまざま

な取り組みが実施されています。

■本市の幼児教育内容が高い評価を受けました

　「科学する心を育てる」をテーマに、子どもたち

の主体的な遊びや生活を大切にした

独自性のある保育の実践とその考察

に基づく課題や今後の計画などをま

とめた論文を審査する「２０１７年度ソ

ニー幼児教育支援プログラム」にお

いて、新堂幼稚園が最優秀園に、錦郡幼稚園が奨励

園に選出されました。

　最優秀園に輝いた新堂幼稚園は、「自然と向き合い

小さな生き物、命、仲間とふれあうことを基盤に豊

かな人へと成長して

ほしい」という願い

のもと、「科学する心

の育成をめざして」

取り組んだ幼児教育

の内容が高く評価さ

れました。

　また、学校・園庭のビオトープ（生物群集の生息

空間）の実践モデルとなる優れた取り組みを表彰す

る「全国学校・園庭ビオトープコンクール２０１７」に

おいて、錦郡幼稚園が上

位５賞の一つである日本

生態系協会会長賞を、青

葉丘幼稚園が日本生態系

協会賞を受賞しました。

　会長賞に輝いた錦郡幼

稚園は「地域や大学、専

門機関と連携したビオ

トープづくり」が、子ど

もたちのために身近な自

然をつくり、教育・保育

に生かす取り組みとして高く評価されました。

■地域や幼稚園の特徴を生かして

　子どもたちの豊かな感性や創造性、協調性などを

育むため、各幼稚園では、特色のあるさまざまな取

り組みを実施しています。

　本市では、これからも地域や幼稚園の特徴を生か

して、「子どもたちの豊かな心を育む取り組み」を

引き続き進めていきます。

　　　　　　　　　　　　　教育指導室（内線３６９）

の
場
合
で
発
掘
調
査
に
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
辺
で
の
調

査
成
果
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
発

掘
調
査
に
は
至
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
遺
跡
の
破

壊
が
免
れ
な
い
と
判
断
し
た
場
合

に
の
み
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
に

限
定
し
て
、
発
掘
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　
遺
跡
は
建
物
や
お
墓
、
水
田
の

跡
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
も
の

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
要
最

小
限
で
実
施
す
る
一
度
の
発
掘
調

査
で
は
、
遺
跡
の
部
分
的
な
状
況

し
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

●
地
道
な
調
査
を
積
み
重
ね
大
き

な
成
果
へ
と

　
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
成
果

は
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス

の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
一
つ
一
つ

の
小
さ
な
ピ
ー
ス
で
は
見
え
る
こ

と
は
少
な
く
て
も
、　

年
に
わ

４０

た
っ
て
欠
け
て
い
た
ピ
ー
ス
を
埋

め
て
き
た
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
で

す
が
個
々
の
遺
跡
全
体
や
市
内
の

遺
跡
分
布
と
い
っ
た
大
き
な
絵
が

見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
　
今
後
も
調
査
を
積
み
重
ね
、
一

つ
一
つ
ピ
ー
ス
を
埋
め
て
い
く
こ

と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
き
な

絵
を
お
見
せ
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
得
ら
れ
た
成
果
を
報
告

す
る
機
会
を
随
時
設
け
て
い
き
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
文
化
財
保

護
と
発
掘
調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
文
化
財
課（
内
線
５
０
７
）

小
さ
な
ピ
ー
ス
か
ら

　
本
市
に
初
の
埋
蔵
文
化
財
（
遺

跡
）
の
調
査
担
当
者
が
着
任
し
て

か
ら
、
も
う
す
ぐ
　
年
が
経
と
う

４０

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
幾
人

も
の
担
当
者
が
少
し
ず
つ
地
道
な

調
査
を
積
み
重
ね
、
本
市
の
歴
史

が
い
ろ
い
ろ
と
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
　
昭
和
　
年
時
点
で
確
認
さ
れ
て

５３

い
る
遺
跡
の
数
は
　
カ
所
で
し
た

７１

が
、
平
成
　
年
３
月
現
在
で
は
１

３０

６
４
カ
所
と
、
こ
の
　
年
で
倍
以

４０

上
に
増
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
す
で
に
遺
跡
が
見
つ

か
っ
て
い
る
地
域
で
建
築
行
為
な

ど
を
す
る
場
合
に
提
出
が
必
要

な
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
発

掘
届
は
、
昭
和
　
年
で
は
　
件
で

５３

１６

し
た
が
、
平
成
　
年
に
は
１
４
７

２８

件
と
約
９
倍
に
な
り
ま
し
た
。

●
大
切
な
遺
跡
が
失
わ
れ
る
の
を

防
ぐ
た
め
に

　
古
墳
や
城
跡
な
ど
を
除
け
ば
、

大
半
の
遺
跡
は
地
下
に
埋
も
れ
て

お
り
、
地
上
か
ら
は
そ
の
存
在
す

ら
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
遺
跡
が
あ
る
か
な
い
か

は
、
実
際
に
そ
の
土
地
を
掘
っ
て

み
て
、
地
下
の
状
況
を
確
認
し
な

け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
遺
跡
が
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な

い
地
域
に
お
い
て
も
、
建
築
行
為

な
ど
の
前
に
遺
跡
の
有
無
を
確
認

す
る
た
め
、
試
掘
調
査
へ
の
協
力
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
い

る
地
域
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
て

１３



写写写写写写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真真真真真真とととととととととととととととととととととととととととととともももももももももももももももににににににににににににににに見見見見見見見見見見見見見見見るるるるるるるるるるるるるるる１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月～～～～～～～～～～～～～～～２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののででででででででででででででできききききききききききききききごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととと

まままままままままま
ちちちちちちちちちち
かかかかかかかかかか

ま
ち
か
どどどどどどどどどどど

トトトトトトトトトト
ピピピピピピピピピピ
ッッッッッッッッッッ
クククククククククク

　
　
ト
ピ
ッ
ク
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１４

　１月13日、富田林寺内町周辺で、じないまち四季物語2018「冬」～新春・初鍋めぐり～が開催さ

れました。ぼたん鍋や伊勢 海  老 汁、豚汁など約20種類の鍋料理が販売され、あちらこちらで行列が
え び

できていました。また、お店を３カ所巡ると参加できるスタンプラリーによる抽選会もあり、訪れ

た人たちは温かい鍋料理を満足そうに味わいながら、風情ある寺内町の散策も楽しんでいました。

■■いろいろなお鍋を味わおういろいろなお鍋を味わおう！！

　１月20日、大阪大谷大学志学台キャンパス

で、公開講座「巨大地震に備えて～備えあれば

憂いなし！～」が開催されました。

　当日は、「南河内の地盤と地震災害」、「いのち

と財産を守る防災」と題した講演があり、大規

模災害時における自助、共助の重要性が話され

ました。参加者らは、メモを取ったり、パネル

ディスカッションで講師に質問したりするな

ど、熱心に耳を傾けていました。

■■自助、共助の重要さを学自助、共助の重要さを学ぶぶ

　１月18日、 第10回スポーツチャンバラアジ

ア・オセアニア選手権大会、 楯 小太刀３－４級
たて

の部に出場し、見事優勝された櫻井　 碧  翔 さん
かい と

が教育委員会顕彰のため市役所を訪れました。

　櫻井さんは兄の影響でスポーツチャンバラを

始めたそうで、将来の夢について聞かれると、

「夢は世界チャンピオンである兄を超え、世界一

になること」と力強く話してくれました。

　今後、ますますの活躍を期待しています。

■■夢は世界一夢は世界一！！



■文化財防火の意識を新たに

　１月26日、龍泉寺で、文化財防火デーに合わ

せて消防訓練が実施されました。

　訓練では「裏山で、参拝者のタバコの投げ捨

てにより落ち葉に着火し出火した」と想定。通

報により駆け付けた消防隊員や消防団員らが火

元への一斉放水とともに、建物への延焼拡大を

防ぐための水幕放水をしました。放水訓練の後

には、初期消火訓練も実施され、参加者らは文

化財防火の意識を新たにしていました。

■読んで学んで

　２月６日、市消防本部で、「とっぴーと読もう！

読書感想文コンクール」の表彰式が開催されま

した。同コンクールでは、子どもたちの読書活

動の推進とさらなる学習意欲の向上を目的に、

市内在住の小・中学生から読書感想文を募集し

ました。

　4424作品もの応募が集まり、その中から市長

賞・教育長賞各３作品、とっぴー賞15作品が選

ばれました。

■女流棋士がやってきた！

　２月８日、高辺台小学校で、「たかべ　みそ汁

元気いっぱい」が催されました。これは地域や

団体、ＰＴＡの皆さんが肌寒い中登校する児童

らに温かいみそ汁を飲んでもらって笑顔になっ

てもらおうと毎年企画されているもので、今年

で10回目を迎える冬の恒例イベント。当日は児

童らが栽培したダイコンなどの野菜と自家製の

みそを使って、地域の皆さんが調理した愛情

いっぱいのみそ汁を、児童らがいただきました。

　2月10日、 Ｔｏｐｉｃ で、「とんだばやし将棋
ト ピ ッ ク

道場～女流棋士と将棋体験しよう！～」が開催

されました。日本将棋連盟の村田　智穂さん（女

流二段）と長谷川　優貴さん（女流二段）を講

師に迎え、初心者クラスでは将棋が初めての小・

中学生らがルールや駒の進め方を丁寧に教えて

もらい、将棋を身近に体験しました。経験者ク

ラスでは将棋に自信のある参加者らが女流棋士

と真剣勝負。指導対局でその実力を磨きました。

■あったかみそ汁に元気と笑顔
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１６

保健医療
富田林病院健診センターで    

がん検診を実施します

とき　４月の月～土曜日（１４日、３０

日を除く、午前９時～正午）

内容　胃がん、肺がん（結核検診含む）、

大腸がんの３種同時検診

※がん検診は原則、胃・肺・大腸の３

つセットですが、胃がん検診のみ外す

ことができます。

対象者　市内在住で検診日に満４０歳以

上の人

申し込み　３月６日～、保健セン

ターへ

府民公開講座 「気管支 喘  息 に
ぜん そく

ついて」

とき　３月１７日、午後２時～４時

ところ　大阪はびきの医療センター

（羽曳野市はびきの三丁目７の１）

※車でお越しの場合は、同医療セン

ター駐車場をご利用の上、駐車券を会

場までご持参ください。

内容 　源　誠二郎さん（同医療セン

ターアレルギー内科主任部長）による

講演「 喘  息 の診療について」、②水口　
ぜん そく

侑子さん（薬剤師）による講演「喘息

の治療薬について」、③内藤　まどかさ

ん（同医療センター看護師）による講

演「気管支喘息との上手なつきあい方」

定員　１００人

受講料　無料　※手話通訳あり。

申し込み　３月６日～１５日に、講

座名、参加者の氏名、電話番号、会場

までの交通手段を記入し、ファクスで、

同医療センター〔０７２(９５７)２１２１・

０７２(９５７)６２８５〕へ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

富田林病院看護助手募集

職種　看護助手

（パート職員）

※勤務形態や申し

込み方法など詳し

くは、お問い合わ

せください。

問い合わせ　富田林病院総務課〔(２９)

１１２１・Ｅメールjinji@tonbyo.org〕

※見学も随時受け付けしています。

明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、平成２９年４
月号広報に折り込みの「平成２９年度保健事業案内」をご覧ください。
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１７

 

麻しん風しん予防接種（ＭＲ）
の受け忘れはありませんか   

　麻しん（はしか）は非常に感染力が

強く、感染すると重い合併症を起こす

こともあります。風しんも感染力が強

く、特に妊娠初期の妊婦が感染すると

生まれてくる子どもが目や耳、心臓な

どに障がいのある「先天性風しん症候

群」となる可能性があります。

　また、予防接種を受けていない人が

増えるとその地域で麻しん、風しんが

流行することもあります。

 健診・予防接種
 

お花とお抹茶を親子で楽しみ

ましょう

とき　３月２４日、午前１０時３０分～正

午

ところ　人権文化センター２階和室

対象者　市内在住・在勤・在学の小学

生とその保護者

定員　１０組

参加費　１組８００円

申し込み　３月１日～１０日に、児

童館へ（申し込み多数の場合抽選、電

話申し込み可）

講座･催し
　麻しん、風しんはワクチンの接種で

予防でき、２回の接種で免疫をより確

実にすることができます。

　対象者は左下表「平成２９年度の指定

医療機関での予防接種」に記載してい

ます。

　また、高校・大学入学時などで接種

証明が必要な場合もあるため、接種済

証や母子健康手帳などの予防接種記録

は大切に保管しましょう。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕
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乳幼児クラブ（前期）

　子育て中の保護者と子どもたちが安

心して集える活動です。

①乳児グループＡ（０～２歳未満）

とき　４月１０日～９月１１日の火曜日

②乳児グループＢ（０～２歳未満）

とき　４月１３日～９月１４日の金曜日

③幼児グループ（２歳以上）

とき　４月１２日～９月１３日の木曜日

④金剛幼児グループ（２歳以上）

とき　４月９日～９月１０日の月曜日

※いずれも午前１０時～１１時３０分、祝日

は除きます。また、各曜日ごとに３週

間に一度、ワークショップ（参加型の

親育ち講座）を開催します。　

ところ　①～③児童館、④保健セン

ター

内容　手遊び、絵本の読み聞かせ、友

達づくりなど

対象者　０歳～未就学児とその保護

者。兄弟姉妹を連れての参加可（その

場合は、年長の子どものグループで申

し込んでください）　

定員　①②各２０組、③④各２５組

参加費　無料（ただし、保護者の活動

に必要な費用は実費）

申し込み　３月１日～８日、午前

９時～午後５時３０分に、児童館へ（電

話申し込み可）　※申し込み多数の場

合抽選。ただし、この活動に初めて参

加する人を優先します。

乳幼児クラブ（特別編）父講座
「お父さんと外遊び♪」

　乳幼児クラブの活動をお父さんと一

緒に楽しみましょう。

とき　３月２５日、午前１０時～１１時３０

分（午前９時３０分～受け付け）

ところ　児童館

内容　体操、手遊び、シャボン玉、砂

遊びなど

対象者　乳幼児とその父親（付き添い

の母親の参加も可）

定員　２０組

受講料　無料

申し込み　３月１日～１５日、午前

９時～午後５時３０分に、児童館へ（申

し込み多数の場合抽選、電話申し込み

可）

１８

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。

子どもスイミング教室

とき　毎週水曜日および金曜日の部＝

①午後４時３０分～５時３０分、②午後５

時３０分～６時３０分、毎週土曜日の部＝

①午後３時３０分～４時３０分、②午後４

時３０分～５時３０分（いずれも月４回）

ところ　ウエルネスけあぱる

内容　①水慣れから背泳ぎまで、②ク

ロール（２５㍍）の練習から４泳法まで

対象者　小学生

定員　各２５人

参加費　１カ月５０００円

申し込み　休館日を除く午前１０時～午

後７時（日曜日、祝日は午後４時まで）

に、ウエルネスけあぱるで随時受け付け

リトミック＆ピアノ教室

　子育てサークル「音の幼稚園」では、

同教室を実施します。

とき　①４月１１日、１８日、午前１０

時～１０時５０分、②４月１２日、１３日、

１９日、２０日、午後４時３０分～５時

または午後５時１５分～５時４５分

ところ　市民総合体育館

対象者　①１～３歳、②３歳～小学生

定員　①各１０人、②各３人（いずれも

申し込み先着順、ただし初めての人を

優先、１人１回のみ参加可）

参加費　無料

申し込み　３月７日～、藤本さん

〔０８０(６１１８)０５１４〕へ
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市奨学金の申請を

　経済的な理由で、高等学校や高等専

門学校、中等教育学校後期課程、高校

卒業資格の取れる専修学校、支援学校

高等部などへの修学が困難な人に、奨

学金を給付します。　

対象者　高校生の保護者で市内に住所

を有する人（生活保護世帯を除く）

給付額　年額４万円、入学支度金（新

１年生のみ）は１万円加算

給付時期　７月ごろに一括給付予定

募集人員　約１００人

申し込み　教育指導室、金剛連絡所、

または市立中学校で配布している申請

書に必要事項を記入し、３月１２日～

４月１０日（土・日曜日、祝日を除く

午前９時～午後５時３０分）に、教育指

導室（内線３６４）へ

※現在給付を受けている人も、改めて

申請が必要です（郵送不可）。

 

子ども読書活動推進講演会

「言葉の育ち～子どもの心と言

葉を豊かにはぐくむために～」

　吉田　くすほみさん（言語聴覚士）

による子どもの心と言葉を豊かに育む

ためのお話です。

とき　３月１４日、午前１０時～１１時３０分

ところ　金剛図書館

定員　３０人　参加費　無料

申し込み　３月６日～、金剛図書館

へ（申し込み先着順、電話申し込み可）

教　育

講座･催し

ファミリー・サポート・センター
講習会「子どもがかかりやす
い鼻の病気について」

　ファミリー・サポート・センターで

は、子育てを援助してほしい人と応援

したい人が会員となって、地域で子育

てを助け合えるように支援していま

す。このたび、同センター主催の講習

会を開催します。

　会員以外の人も参加していただけま

すので、気軽にお越しください。

とき　３月２８日、午後２時～３時（午

後１時４５分～開場）

ところ　保健センター３階　※駐車場

には限りがありますので、できるだけ

公共交通機関をご利用ください。

定員　２０人　※保育あり（要予約）。

参加費　無料

講師　入船　盛弘さん（いりふね耳鼻

咽喉科診療所医師）

申し込み　３月６日～１６日、午前

９時～午後５時３０分に、こども未来室

（内線２０５）へ（申し込み先着順）

育児教室「すくすくクラス」

とき　４月１８日、午後０時５０分～３

時１５分、２５日、午前９時５０分～１１時

４５分（全２回）

ところ　保健センター

内容　離乳食の完了と幼児食の進め

方、歯の話（ブラッシング指導）、育児

の話（事故予防）、ふれあい遊び、交流

会、おやつの試食、個別相談など

対象者　１歳～１歳４カ月未満の幼児

とその保護者

定員　２５組　参加費　無料

申し込み　３月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ（申し込み先着順）

親子でマリンバコンサートを

楽しもう

とき　３月２７日、午後２時～３時

ところ　児童館

出演　 ｐｅｒｃ  ｐｅｒｃ （マリンバ
パ ク  パ ク

デュオ）

対象者　市内在住・

在勤・在学の乳幼児

～小学生の子どもと

その保護者

定員　２０組　入場料　無料

申し込み　３月６日～１５日、午前

９時～午後５時３０分に、児童館へ（申

し込み先着順、電話申し込み可）

富貴の里保育園内    　　　　
子育て支援センターの催し

①アラフォーママ＆プレママ集まれ！

とき　３月９日、午前１０時～１１時３０分

内容　参加者同士の交流など

対象者　３５～４５歳までの妊娠中の人ま

たは育児中の母親とその子ども

②ふれあい教室

とき　４月５日～７月２６日の木曜日、

午前１０時～１１時３０分（全１０回）

内容　親子の友達づくりと遊びの紹介

対象者　２～５歳の子どもとその親

③赤ちゃんクラブ

とき・対象者　４～９月の第１水曜日

＝０～１歳、第２・３水曜日＝１～２

歳、いずれも午前１０時～１１時３０分（全

６回）

内容　ふれあい遊びやお散歩、絵本の

読み聞かせ、身体計測など

定員　①１０組、②２０組、③各１０組

申し込み　いずれも３月６日～、同

支援センター〔(２８)７３６４〕へ（申し

込み先着順）

１９

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。
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２０

サークル活動へ積極的に参加できる人

※同講座に初めて参加される人に限り

ます。

定員　２０人

受講料　無料（教材費など実費）

申し込み　３月７日～１７日に、か

がりの郷へ（電話申し込み不可）　

※定員を超えた場合は２２日、午前１０

時に公開抽選し、結果は全員に郵送し

ます。

福祉施設のお仕事・事業所    
見学会

とき　３月２０日、午後１時５０分～（現

地集合）

ところ　特別養護老人ホーム「ファ

ヴォーレ」（大阪狭山市大野西５６６の２）

定員　６人（申し込み先着順）

※詳しくは、お問い合わせください。

申し込み　３月６日～、ハローワー

ク河内長野〔(５３)３０８１〕へ

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

手話奉仕員養成講座（入門）

とき　４月７日～９月１５日までの毎週

土曜日（５月５日、８月１１日は除く）、午

後２時～４時（全２２回）

ところ　かがりの郷

内容   厚生労働省のカリキュラムに

沿った講座

対象者　市内在住・在勤の高校生以上

の人で、講座終了後、市役所で市の手

話通訳者に登録、または市内の手話

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）
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給水装置の修繕費用は           
個人負担です

　公道などに埋められた配水管は市の

所有物ですが、この配水管から分かれ

た給水装置（水道メーターは除く）は

皆さんの財産です。

　閉栓中であっても給水装置の修繕な

どの費用は個人負担となりますので、

注意して管理してください。

●水道管緊急修繕業務を委託していま

す

　緊急の水漏れや蛇口などの水道管の

トラブルがあった場合、本市では市管

工事業協同組合（向陽台一丁目３の１１）

と委託契約しており、水道管のトラブ

ルに２４時間体制で対応しています（出

張料は発生しません）。

　修繕の申し込みは、市管工事業協同

組合〔０１２０(０３２)４９７〕へ（月～金曜

日の午前９時～午後５時３０分）。その

他の時間帯および土・日曜日、祝日、

年末年始は市役所宿直室〔(２５)１０００〕

へご連絡ください。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）

 

防衛省自衛官募集

●一般幹部候補生

　将来の自衛隊を担う、幹部自衛官を

養成するコースです。

応募資格　日本国籍を有する２０歳以上

２８歳未満の人など　

※試験区分など詳しくは、お問い合わ

せください。

受付期間　３月１日～５月１日

１次試験日　５月１２日（飛行要員は

１２日、１３日の２日間）

●一般曹候補生

　各部隊の中核となる陸・海・空自衛

官を養成するコースです。

応募資格　日本国籍を有する１８歳以上

２７歳未満の人

受付期間　３月１日～５月１日

１次試験日　５月２６日

問い合わせ　自衛隊富田林地域事務所

〔(２４)３７９９〕

募　集

 

３月は国民健康保険料滞納処
分強化月間です

　保険料に未納があると、督促手数料

や延滞金が加算されるだけでなく、差

し押さえなど滞納処分の対象となるこ

ともあります。

　お手元に納め忘れの納付書がないか

ご確認ください。また、納め忘れなど

による納付の相談はお早めにお願いし

ます。

問い合わせ　保険年金課（内線１５２、

１５６）

 

水道の使用開始・中止は必ず
届け出を

○転入や転居などで新たに水道を使用

される場合は、事前に届け出が必要で

す。また、新築

などの工事をさ

れる場合も臨時

栓としての届け

出が必要です。

なお、届け出が

ない場合、罰則

が適用されるこ

とがあります。

○転出などで水道を使用されない場合

は、料金の精算が必要ですので、必ず

閉栓の届け出をしてください。

○インターネットでも使用開始や中止

の手続きができます。市ウェブサイト

内の水道事業のページにある申し込み

画面に、必要事項を入力し送信してく

ださい。水道お客様センターで申し込

み内容を確認後、手続きをします。

○使用水量の確認のために、２カ月に

一度お伺いして水道メーターの検針を

しています。メーターボックスの上に

車や物を置く、付近で犬を放し飼いに

するなど、検針の支障とならないよう

ご協力をお願いします。

問い合わせ　水道お客様センター

〔(２０)６４００〕

国民健康保険

上下水道

 

認知症介護家族の交流会

とき　３月２８日、午後１時３０分～３時

ところ　市役所　

内容　認知症ケア上級専門士の話、交

流会　

対象者　市内在住で認知症の人を介護

している家族　※認知症の人が市内在

住の場合、市外在住の家族も参加可。

定員　２０人　参加費　無料

申し込み　３月２７日までに、高齢介

護課（内線１８９）へ（申し込み多数の場

合抽選）

※認知症の人もぜひ一緒に参加してく

ださい。

府手話通訳者養成講座

　手話を必要とする聴覚障がい者のコ

ミュニケーション手段を確保するた

め、手話通訳活動をする「手話通訳者」

を養成する同講座を開催します。

とき　５月１８日～平成３１年２月２２日

、午前９時３０分～１１時３０分　

※詳しい日程は、お問い合わせくださ

い。

ところ　八尾市立障害者総合福祉セン

ター「きずな」（八尾市南本町八丁目４

の５）

対象者　府内在住・在勤で、手話で聴

覚障がい者と日常会話ができる人　

※府の手話通訳者としてすでに登録さ

れている人および手話通訳士としてす

でに活動されている人は受講できませ

ん。

定員　１０人

受講料　無料（教材費実費）

申し込み　障がい福祉課（内線１９３）に

備え付けの申込書に必要事項を記入

し、３月３０日（消印有効）までに

５４０-８５７０　府民お問合わせセンター

「手話通訳者養成講座」係〔０６

(６９１０)８００１〕へ郵送（府ホームページ

〔http://www.pref.osaka.lg.jp/〕からも

申し込みできます）

※同講座を受講するためには、４月２０

日に実施する判定試験に合格する必

要があります。

講座・催し
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原付・軽自動車などの廃車、
名義変更の手続きを忘れてい
ませんか

　軽自動車税は、４月１日現在の所有

者に課税されます。廃車や譲渡などを

しているにもかかわらず手続きが済ん

でいない人は、３月末日までに次の窓

口で手続きをしてください。手続きを

されない場合いつまでも軽自動車税が

課税されます。解体したり、盗難に

あったりしてナンバープレートや証明

書などがない場合も各窓口へご相談く

ださい。なお、業者に手続きを依頼さ

れた場合は３月末日までに手続きが済

んでいるかどうか確認してください。

◇原動機付自転車（～125CC）・小型

特殊自動車

ところ　課税課（内線１１０）、または金

剛連絡所〔(２９)１４０１〕

持ち物　ナンバープレート、印鑑、申

告済証（販売証明書）

◇125CCを超える２輪車

ところ　大阪運輸支局和泉自動車検査

登録事務所（和泉市上代町官有地）

〔０５０(５５４０)２０６０〕　※持ち物など詳

しくは、お問い合わせください。　

◇軽自動車（３輪・４輪）

ところ　軽自動車検査協会大阪主管事

務所和泉支所（和泉市伏屋町一丁目１３

の３）〔０５０(３８１６)１８４２〕　※持ち物な

ど詳しくは、お問い合わせください。

 

学生納付特例は毎年申請が　
必要です

　国民年金保険料を納めることが困難

な２０歳以上の学生は本人の前年所得が

１１８万円以下の場合、申請し承認される

と保険料の納付が猶予されます。平成

２９年度に申請し承認を受けた人も改め

て申請が必要です。ただし、３０年度分

は４月から受け付け開始となります。

●学生納付特例の承認を受けた期間は

①承認期間中の障がいや死亡といった

不慮の事態には、受給資格があれば障

がい基礎年金や遺族基礎年金が支給さ

れます。

国民年金

②年金の受給資格期間には算入されま

すが、老齢基礎年金の年金額には反映

されません。

③承認を受けた期間の保険料は、１０年

以内であれば後払い（追納）できます。

※２年を過ぎて後払いする場合は、当

時の保険料に経過した期間に応じて、

一定の額が加算されます。

対象者　大学（大学院）、短期大学、高

等学校、高等専門学校、専修学校、各

種学校（修業年限１年以上である課

程）、一部の海外大学の日本分校などに

在学する学生（夜間、通信制課程も可）

手続き　年金手帳、印鑑、学生証など

学生であることを証明できるものを持

参し保険年金課（内線１５３、１５４）へ

※２９年度の学生納付特例の承認を受け

た人で、日本年金機構が在学予定年月

を把握できた人には、３月下旬に学生

納付特例申請はがきが送付されます。

引き続き同じ学校に在学中の場合は、

必要事項を記入の上返送し、承認され

ると４月～３１年３月についても納付が

猶予されます。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

 

保険料の納め忘れはありませ
んか

　国民健康保険料、介護保険料、後期

高齢者医療保険料は事業の運営に欠か

すことのできない大切な財源です。必

ず期限内に納付してください。

　期限内に納付されない場合は、財産

の差し押さえなどの対応を取ることが

あります。

　国民健康保険料を滞納している世帯

は、有効期限の短い保険証の交付対象

になり、滞納の状況によっては、通常

の被保険者証の代わりに、医療機関の

窓口でいったん医療費全額を支払う

「資格証」の交付対象となります。

　介護保険料を滞納していると、保険

給付が制限されることがあります。

　後期高齢者医療保険料を滞納してい

ると、有効期限の短い保険証の交付対

象になります。

介護保険

※今月は平成２９年度分国民健康保険

料、介護保険料、後期高齢者医療保険

料の最終納付月です。

問い合わせ　国民健康保険料について

は保険年金課（内線１５２、１５６)、介護保

険料については高齢介護課（内線１７５、

１７６）、後期高齢者医療保険料について

は福祉医療課（内線１５８、１５９)

保険料の納付は便利な           
口座振替で

　普通徴収対象者の国民健康保険料、

介護保険料、後期高齢者医療保険料は、

市から送付する納付書によって保険料

取扱金融機関、コンビニエンスストア

（後期高齢者医療保険料を除く）また

は市役所で納めていただくことになっ

ています。

　保険料のお支払いは、納期限ごとに

自動的に指定の預（貯）金口座から引

き落としされる口座振替が便利で確実

です。

　普通徴収の対象者で口座振替を希望

される人は、納入通知書と通帳の印鑑、

預（貯）金通帳を持参し、保険料取扱

金融機関、または国民健康保険料につ

いては保険年金課、介護保険料につい

ては高齢介護課、後期高齢者医療保険

料については福祉医療課で手続きをし

てください。

　また、引き落としを希望する口座の

キャッシュカード（暗証番号の入力が

必要）を市役所または金剛連絡所に持

参いただくだけで、簡単に金融機関へ

の口座振替の手続きができるペイジー

口座振替受付サービスの取り扱いもし

ています。

　対応している金融機関は次のとおり

です。

●ペイジー口座振替受付サービス対応

金融機関

りそな銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行、三

井住友銀行、近畿大阪銀行、池田泉州

銀行、関西アーバン銀行、成協信用組

合、ゆうちょ銀行（郵便局）

※詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　保険年金課(内線１５２、

１５６)、高齢介護課（内線１７５、１７６）、福祉

医療課（内線１５８、１５９）

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２２
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献血にご協力を

　４００㍉㍑献血に、ぜひご協力くださ

い。

とき　①３月１４日、午後２時～４時

３０分、②３月１８日、午前１０時～午後

４時

ところ　①金剛病院、②エコール・ロ

ゼ

対象者　１８～６９歳で体重が５０㌔以上の

人（６５歳以上の人は６０～６４歳の間に献

血経験がある人に限ります）　※ただ

し、男性は１７歳から可能。その他の条

件などは、お問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会〔(２５)

８２６１〕

 

市・府民税の申告は      　　 

３月15日までに！

　市・府民税の申告をしなければなら

ない人は、今年１月１日現在本市に居

住し、昨年中に所得のあった人です（給

与所得だけで特別徴収されている人

や、所得税の確定申告をした人は必要

ありません）。

ところ　市役所地下９０２・９０３会議室

受付時間　午前９時～午後５時３０分　

※申告されていない場合、次のような

ことに影響が出ますので、申告にご協

力ください。

○市・府民税証明書の交付ができない

ことがあります。

○公的年金にかかる所得のみの人など

で、年金保険者への扶養親族等申告書

の提出がなかった場合、または所得税

の確定申告書を提出しなかった場合、

控除される情報が得られないため、扶

養・配偶者控除などの適用が可能で

も、控除が適用されないことがありま

す。

○後期高齢者医療保険制度などの保険

料の軽減措置の適用を受けられないこ

とがあります。

問い合わせ　課税課（内線１１１、１１２）

福　祉

税

納付は便利な口座振替で

　市税で口座振替ができるのは、固定

資産税・都市計

画税、市・府民

税（普通徴収の

み）、軽自動車税

です。口座振替

は期別ごとの納

付だけでなく、

全期前納も利用できます。

　また、各税金の納期限に自動的に引

き落としされるため、金融機関などに

行く必要はなく、納め忘れもありませ

んので、ぜひご利用ください（全期前

納の場合は、第１期の納期限）。

申し込み　

●ペイジー口座振替サービスでの申し

込み　

　引き落としを希望する口座のキャッ

シュカード（暗証番号の入力が必要）

を納税課または金剛連絡所に持参いた

だくだけで、簡単に金融機関への口座

振替の手続きができます。

※一部取り扱いできないカードがあり

ます。対応している金融機関など詳し

くは、お問い合わせください。

●取扱金融機関の窓口での申し込み　

　納税通知書と通帳の印鑑、預（貯）

金通帳を持参の上、口座振替依頼書（市

内の金融機関に備え付け）に必要事項

を記入し、市税取扱金融機関へ。　

※市外の金融機関などで申し込む場合

は、お問い合わせください。

申込期限（平成30年度）

問い合わせ　納税課（内線１２２）

固定資産税の「縦覧帳簿の縦覧」
と「課税台帳の閲覧」を実施

縦覧帳簿の縦覧　

　縦覧帳簿の納税者本人の土地・家屋

の評価額と市内の他の土地・家屋の評

価額を比較できます。

記載内容

◇土地価格等縦覧帳簿＝所在、地番、

地目、地積、価格、市街化区域・市街

化調整区域の別

◇家屋価格等縦覧帳簿＝所在、家屋番

号、種類、構造、床面積、価格、建築年

縦覧できる人

◇土地価格等縦覧帳簿＝市内に土地を

所有している納税者

◇家屋価格等縦覧帳簿＝市内に家屋を

所有している納税者

※いずれも納税管理人、納税者の同居

親族、委任状を持っている代理人でも

可。

期間　４月２日～５月３１日（土・

日曜日、祝日を除く、午前９時～午後

５時３０分）

課税台帳の閲覧　

　所有者は固定資産課税台帳を閲覧で

きます。また、借地人・借家人なども

賃借権などの目的となる土地・家屋に

ついて記載された部分を閲覧できま

す。

閲覧できる人

◇納税義務者

◇納税管理人、納税者の同居親族、委

任状を持っている代理人　

◇借地人、借家人など（ただし、権利

関係と有償であることを示す書類が必

要です）

期間　４月２日～平成３１年３月２９日

（土・日曜日、祝日、年末年始を除

く、午前９時～午後５時３０分）

縦覧・閲覧に必要な書類など　

・本人確認ができる書類（納税通知書

や運転免許証など）

・納税管理人や納税者の同居親族は閲

覧できますが、代理人が来られる場合

は委任状が必要

・法人名義の物件については、委任状

または申請書に代表印の押印が必要

縦覧・閲覧場所　

課税課（内線１１３～１１６）
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親子工作教室「とぶ」おもちゃ

とき　３月２４日、午後１時～３時

ところ　金剛公民館　

対象者　小学生以上の子どもとその保

護者（小学４年生以上は子どもだけの

参加可）　

定員　５組

参加費　無料（材料費２００円）

持ち物　はさみ、フェルトペン、定規

申し込み　３月６日～１０日に、金

剛公民館へ（申し込み先着順、電話申

し込み可）

なぜ教科書から消えるのか？
歴史おもしろ裏話

とき　３月１５日、２９日、午後２時

～３時３０分（全２回）

ところ　東公民館　

定員　５人　

参加費　無料　

持ち物　筆記用具

申し込み　３月６日、午前９時～、

東公民館へ（申し込み先着順、電話申

し込み不可）

公民館施設使用団体登録を　
受け付け

　中央・金剛・東公民館および喜志分

館では、「公民館施設使用団体登録」を

実施しています。公民館施設を継続的

にご利用される場合は、事前に団体登

録をする必要がありますので、ご注意

ください。　※詳しくは、各公民館にお

問い合わせください。

問い合わせ　中央・金剛・東公民館

 

●金剛太極拳同好会

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ５人　Ｃ毎

週火曜日、午後１時～２時４５分　Ｄ金

剛公民館　Ｅ月額１０００円　Ｆ３月２０日

、午後１時に、金剛公民館へ（申し

込み多数の場合抽選）　Ｇ高木　直美

さん〔(３５)１３４７〕

クラブ員募集

●富田林練達会（剣道）

Ａ５歳以上の人　Ｂ若干名　Ｃ毎週

火・木・金曜日＝午後６時４５分～８時

４５分、毎週土曜日＝午後６時３０分～８

時４５分　Ｄ火・金・土曜日＝第二中学

校、木曜日＝第三中学校　Ｅ入会金

３０００円、月額２５００円　Ｆ・Ｇ田中さん

〔(２５)８２８３〕

●富田林警察署管内少年柔道・剣道推

進会

Ａ小学３年～中学２年生　Ｂ若干名　

Ｃ柔道＝毎週水・金曜日、剣道＝毎週

火・木曜日、いずれも午後５時～７時

Ｄ同警察署柔・剣道場　Ｅいずれも入

会金１０００円、柔道＝月額１５００円、剣道

＝月額１０００円（いずれも３カ月分前納）

Ｆ・Ｇ３月３１日までに同警察署少年

係〔(２５)１２３４〕へ

●ビューティフル（３Ｂ体操）

Ａ市内在住・在勤の女性　Ｂ１０人　Ｃ

毎週水曜日、午後１時３０分～２時３０分

Ｄ金剛公民館　Ｅ月額１５００円　Ｆ・Ｇ

荒井　博子さん〔(２８)５１２８〕

●嵯峨菊会（生け花）

Ａ市内在住で６０歳以上の人　Ｂ若干名

Ｃ第２・４月曜日、午後０時３０分～３

時　Ｄ総合福祉会館　Ｅ１回１０００円

（材料費含む）　Ｆ・Ｇ中野　光子さん

〔(３４)３６７０〕

●和裁クラブ

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ４人

Ｃ第２・４火曜日、午後１時～４時　

Ｄ東公民館　Ｅ月額１５００円（別途教材

費実費）　Ｆ・Ｇ佐々木　容子さん〔(２９)

８９７６〕、一谷　基代子さん〔(３５)８５０７〕

（３月６日～）

●陶芸クラブ

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ５人

Ｃ第１・３木曜日、午後１時～４時　

Ｄ金剛公民館　Ｅ月額１５００円（別途教

材費実費）　Ｆ・Ｇ田中　楠夫さん

〔(２８)５１７７〕（午後９時まで）

がんばった人に花まる！

●関西少女サッカー大会

優 勝　 Ｍｅｄｌｅｙ 　
ミ ー ド レ イ

 Ｇｉｒｌ’ｓ 　
ガ ー ル ズ

ＦＣ

《新刊案内》

■小説など

掟上今日子の色見本　　　西尾　維新

初めて作るかわいい練りきり和菓子

　　　　　　　　　　　　川嶋　紀子

おはなし会

中央図書館　３月１１日、２５日、午

前１０時３０分～１１時

金剛図書館　３月３日、１７日、午

後３時～３時３０分

じゅうたんコーナーでのよみきかせ

中央図書館　３月４日、１８日、４

月１日、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　３月１０日、２４日、３１

日、午後３時～３時３０分

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　３月１６日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　３月８日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分、１５日、⑤午前１０時１０分～１０時４０

分、⑥午前１１時～１１時３０分

※午前１０時４０分～１１時に、保健師によ

る子育てについてのお話があります

（金剛図書館のみ）。

※①③④は６カ月～１歳未満の乳児と

保護者、②⑤⑥は１歳児と保護者対象

（先着各１５組、ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

自動車文庫「つつじ号」巡回日程

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ
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市こ連加盟登録こども会募集

　市こども会育成連絡協議会では、平

成３０年度の加盟登録こども会を募集し

ています。同協議会は、地域こども会

活動の運営に役立つ事業を実施した

り、情報を提供したりしています。

　また、こども会活動中の事故に対す

る保険（安全共済会）も取り扱ってい

ます。３０年度の加盟登録と安全共済会

加入を次のとおり受け付けます。

対象者　市内で活動している子ども会

登録分担金　１団体年額＝２０００円

安全共済会費　１人年額＝府こ連３５０

円、全子連７０円

※全子連のみの加入はできません。

申し込み　４月２日～、登録分担金

と安全共済会費を添えて、生涯学習課

へ（土・日曜日、祝日を除く、午前９

時～午後５時３０分）

※３月２５日、午前９時～１１時も受け

付けします。

 カルチャー 春休みとしょかんリサイクル
工作～うごかしてあそぼう！～

とき　①３月２９日、②３０日、いず

れも午前１０時～１１時３０分

ところ　①金剛図書館、②中央図書館

内容　おもちゃ作りなど

対象者　４歳～小学生

※小学生未満は保護者同

伴。

定員　各３０人　

参加費　無料

※持ち物など詳しくは、各図書館へお

問い合わせください。

申し込み　３月６日、午前１０時～、

①は金剛図書館、②は中央図書館へ（申

し込み先着順、電話申し込み可）

※同工作をお手伝いしていただけるボ

ランティアも募集しています。ボラン

ティアとして参加していただくために

は、３月２３日、午後１時３０分～３時

３０分に金剛図書館で開催される研修に

参加する必要があります（申し込みは、

３月６日、午前１０時～、中央・金剛

図書館へ）。　

人権市民セミナー                  
 「知って学んで作ってみよう
～親子和太鼓作り～」

　尊い“いのち”の大切さを学びなが

ら、牛革を使った和太鼓作りに挑戦し

ます。

とき　３月２４日、３１日、午前１０時

～正午（全２回）

ところ　中央公民館　

対象者　おおむね小学３年生以上の子

どもとその保護者

定員　２０組　参加費　３５００円（材料代）

申し込み　３月１５日までに、講座名、

住所、氏名、年齢、電話番号を人権政

策課〔（内線４７２）・Ｅメールjinken@city.

tondabayashi.lg.jp〕へ（申し込み多数の

場合抽選、電話・Ｅメール申し込み可）

※メールの場合は、同課から確認メー

ルを返信しますので、メールの受信が

できるよう設定しておいてください。

とんだばやし国際交流協会     
多文化理解のための語学講座

とき・内容など　

ところ　ＮＰＯ法人とんだばやし国際

交流協会

定員　各１３人

申し込み　３月６日～、同協会

〔・(２４)２６２２〕へ（申し込み先着順）

※受講料は１カ月当たりで、同協会会

員以外の人は別途１０００円が必要です。
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第21回富美展

とき　３月１７日～２２日、午前１０時

～午後６時（２２日は午後４時まで、１９

日は除く）

ところ　すばるホール３階展示室他

内容　日本画、洋画、彫刻、書、写真

入場料　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　植木さん〔(２３)４６０４〕

富田林寺内町街並みパネル展

　府内唯一の重要伝統的建造物群保存

地区に選定されている富田林寺内町の

街並みを紹介する写真パネル展を開催

しています。

とき　３月２１日まで、午前９時～午

後１０時（休館日は除く）

ところ　すばるホール２階ロビー

入場料　無料

問い合わせ　文化財課（内線５０８）

  

けあぱるパソコン講座

①インターネット入門コース

とき　４月１２日、１９日、２６日、

午前１０時～正午（全３回）

②インターネットを使って旅行計画を

たててみましょう

とき　５月１０日、１７日、２４日、

午前１０時～正午（全３回）

③インターネットを使ってお買い物を

楽しみましょう

とき　６月１４日、２１日、２８日、

午前１０時～正午（全３回）

ところ　けあぱる　

定員　各８人　

受講料　各５０００円（別

途テキスト代実費）

持ち物　パソコン

申し込み　いずれも３月９日、午前

９時～、けあぱるへ（定員各３人、申

し込み先着順、電話申し込み不可）

※１６日以降は電話でも受け付け。

※いずれも３月６日、午前７時～、

けあぱるホームページ〔http://carepal.

or.jp/〕からも申し込みできます（定員

各５人、申し込み先着順）。

 カルチャー

男女共同参画セミナー「もっ
と楽しい日々にする 秘  訣 は？

ひ けつ

～高齢社会の男女共同参画～」

　自身も介護を必要とする家族と生活

しながら、地域で活動している講師と、

人生を自分らしく楽しく過ごす 秘  訣 に
ひ けつ

ついて、一緒におしゃべりしませんか。

とき　３月１５日、午後２時～３時３０分

ところ　中央公民館

対象者　テーマに関心がある人、介護

を必要とする家族と生活する人など

定員　１０人　参加費　無料

申し込み　３月６日～、講座名、住

所、氏名、年齢、電話番号を人権政策

課〔（内線４７４）・Ｅメールjinken@city.

tondabayashi.lg.jp〕へ（申し込み先着順、

電話・Ｅメール申し込み可）

※メールの場合は、同課から確認メー

ルを返信しますので、メールの受信が

できるよう設定しておいてください。

けあぱる 篆  隷 書・ 篆  刻 講座
てん れい てん こく

　「 篆 書」や「 隷 書」といった字体を学
てん れい

び、石などに名前や雅号、詩句など、

いろいろな文字を彫る初心者向けの講

座です。

とき　４月６日～平成３１年３月１日の

おおむね第１金曜日、第３木曜日、い

ずれも午後１時～３時（全２０回）

ところ　けあぱる　

定員　１５人

受講料　２万４０００円（別途道具・材料

代実費）

申し込み　３月９日、午前９時～、

けあぱるへ（定員１０人、申し込み先着

順、電話申し込み不可）　

※１６日以降は電話でも受け付け。

※３月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員５人、申

し込み先着順）。

子
育
て

く
ら
し

ゆ
と
り

保
健
医
療

相
談

㉒
㉑㉕㉖㉘33343839 33

35
㉒㉔3235

㉚

33 38

36㉛
35

32

㉑
㉒

㉔
㉕

㉘

㉖
㉗

㉙㉓

37

3934



２７

 雛 めぐりものづくり体験会
ひな

①洋スイーツ作り

とき　３月１０日、１１日、午前１０時

３０分～　対象者　小学４年生～中学生

②和スイーツ作り

とき　３月１０日、１１日、午後０時

３０分～　対象者　５歳～小学３年生

③フラワーアレンジ 雛 
ひな

とき　３月１０日、午後２時３０分～

対象者　中学生以上

④がま口作り

とき　３月１１日、午後２時３０分～

対象者　中学生以上

ところ　きらめきファクトリー

定員　各１０人

参加費　①②５００円、③④２０００円

申し込み　いずれも３月６日～、き

らめきファクトリーへ（申し込み先着

順、電話申し込み可）

富田林まるごとバル（とんバ
ル）参加店舗募集

　市内のお店を巡って、食べ歩きやお

買い物を楽しむバルイベントの開催を

７月に予定しています。このたび、同

バルに参加していただける店舗を募集

します。詳しくは、きらめきファクト

リーホームページ〔http://www.tonki

ra.jp/〕をご覧ください。

募集業種　市内に店舗がある飲食業、

小売業、サービス業など

申し込み　４月１５日までに、きらめ

きファクトリーへ（電話申し込み可）

富田林アレコレまち歩き倶楽部
～お散歩して冊子を作ろう！～

　きらめきファクトリー周辺を散歩し

ながらお気に入りを写真撮影し、撮影

した写真を使って世界で一つのオリジ

ナル小冊子を作ります。

とき　３月３１日、午前１０時３０分～午

後３時　ところ　きらめきファクトリー

定員　１０人　参加費　３００円　

※散歩中の費用は別途実費。

持ち物　デジタルカメラまたはスマー

トフォン

申し込み　３月６日～、きらめき

ファクトリーへ（申し込み先着順、電

話申し込み可）

  

サバーファームだより

　甘くておいしいイチゴ狩りが楽しめ

ます（午前９時３０分～、当日分の整理

券を配布、数量限定）。　※生育状況に

より実施できない日がありますので、

前日にお問い合わせください。

●イチゴ大福作り

とき　３月３日、４日、１０日、

１１日、１７日、１８日、２１日、２４

日、２５日、３１日、４月１日、

午前１０時３０分～正午、午後０時３０分～

２時、午後２時２０分～３時３０分

定員　各２０人　

参加費　７００円

●トマト植え付け体験

とき　３月１０日、１１日、午前１０時

３０分～正午

定員　３０人　

参加費　無料

●ポピー植え付け体験

とき　３月１１日、午前１０時３０分～正午

定員　３０人　

参加費　無料

●サトイモ植え付け体験

とき　３月３１日、４月１日、午前

１０時３０分～正午

定員　３０人　

参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～受け

付け（申し込み先着順）。

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストラン「サバ―キッチン」のみご利

用の場合は、入園料なしでご利用いた

だけます）。

問い合わせ　サバーファーム

 Ｔｏｐｉｃ 青少年フェス
ト ピ ッ ク

　ダンスや音楽など、青少年が主体と

なってさまざまな発表をします。

とき　３月３１日、午前１１時～午後３

時

ところ　Ｔｏｐｉｃ（きらめき創造館）

定員　１００人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　谷川さん〔０９０(１９６８)

７５４１〕

  イベント 第68回市民文化祭参加者募集

①市民民謡大会

とき　６月２４日

対象者　市内在住・在勤で５人以上の

団体　

定員　６団体

②ダンスフェスティバル

とき　７月８日

対象者　主に市内で活動している５人

以上５０人以下の団体（市外で活動して

いる場合でも市内在住の人が過半数の

団体は可）　

定員　６団体

ところ　すばるホール

申し込み　すばるホールに備え付けの

申込書に必要事項を記入し、①は３月

６日～１１日、②は４日～１１日

（いずれも休館日を除く午前９時～午

後５時）に、すばるホールへ

※①は申し込み先着順、②は１８日、

午前１１時～、すばるホールで抽選会と

説明会を実施します。

きらめきファクトリーイベント

①春柄風呂敷を作ろう！

とき　３月１０日、午後１時～２時、

午後３時～４時、午後５時～６時

定員　各３人

②お 雛 様ポスターを作ろう！
ひな

とき　３月１１日、午前１１時～午後４

時（所要時間３０分～１時間）

定員　１０人

③靴に絵付けをしよう！

とき　３月１５日、午後１時～２時、

午後３時～４時、午後５時～６時

定員　各３人

④春柄レジャーシートを作ろう！

とき　３月２１日、午後４時～５時、

午後６時～７時

定員　各３人

ところ　きらめきファクトリー２階

参加費　無料

申し込み　②は当日直接会場へ、①④

は３月６日～、③は３月６日～１３

日に、きらめきファクトリーへ（申

し込み先着順、電話申し込み可）

※③は靴（白色・無地）を用意します

ので、申し込み時に、希望する靴のサ

イズを伝えてください。
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２８

  

富田林・河南・太子・千早　
合同三十路式

　成人式から１０年が経過し、新たな時

代を担う世代が集い、地域コミュニ

ティーの強化をテーマに、市町村の垣

根を越えて交流します。

とき　４月２９日、午後１時３０分～３

時３０分（午後１時～受け付け）

ところ　すばるホール４階銀河の間

※駐車場には限りがありますので、で

きるだけ公共交通機関をご利用くださ

い。

対象者　昭和６２年４月２日～６３年４月

１日生まれで本市・河南町・太子町・

千早赤阪村に在住、またはこの市町村

内の中学校を卒業した人

定員　５００人　参加費　３０００円　

申し込み　３月３１日までに、置田　

裕己さん（富田林市幹事）〔０８０(１４２７)

０６３０〕へ（申し込み多数の場合抽選）

けあぱるロビーコンサート

とき・内容　①３月３１日＝フラダン

ス、②４月１日＝管弦楽、③６日

＝大正琴、④８日＝合唱、いずれも

正午～午後０時４５分ごろ（①のみ午後

０時３０分ごろまで、いずれも午前１１時

３０分開場）

ところ　けあぱる１階ロビー

出演　①けあぱるフラガールズ、②南

大阪管弦楽団、③いつみ会、④清教学

園合唱部

定員　各５０人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　けあぱる

  イベント 人権文化センター                 
「早春イベント」

　同センターでは七宝焼などの講座や

パソコン・ハイキング・手話教室など

を実施し、多くの市民の皆さんが参加

しています。その発表の場として次の

とおり講座作品展を開催します。

とき　３月８日～１０日、午前１０時

～午後８時（１０日は午後４時まで）

ところ　人権文化センター

《講座作品展》　

　講座生が作った手芸、ペン習字、陶

芸、七宝焼などの作品やパソコン・健

康体操・万歩・料理教室などの様子を

撮った写真を展示します。

《人権パネル展》　

　「ＬＧＢＴ（性的マイノリティ）につ

いて理解を深めよう」などを展示しま

す。

《極小豆盆栽を展示》　

　市内在住の千嶋　満雄さんが作った

１㌢に満たない小さな盆栽である極小

豆盆栽や極小鉢を展示します。

参加費　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　人権文化センター

※車での来場はご遠慮ください。

バンパー大会

とき　３月２９日、午前９時３０分～午

後３時

ところ　総合福祉会館

対象者　市内在住で６０歳以上の人、障

がい者、ひとり親家庭の人

定員　２０人　

参加費　無料

申し込み　３月６日～２０日に、総

合福祉会館へ（申し込み先着順、電話

申し込み可）

春一番コンサート                 

「陽気にいこう」

　富田林を中心に演奏活動をしている

グループによるフォークソングやブ

ルーグラスなど、アコースティックな

音楽をお楽しみください。

とき　３月１０日、午後６時３０分～８

時（午後６時開場）

ところ　中央公民館

出演　サニーサイドメモリー

定員　１００人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　中央公民館

※車での来館はご遠慮ください。

スプリング・ブラス2018

とき　３月２４日、午後６時～７時３０

分（午後５時３０分開場）

ところ　中央公民館

出演　第三中学校吹奏楽部、シリウス・

ウインド・バンド

定員　８０人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　中央公民館

※車での来館はご遠慮ください。

春休みお楽しみ映画

　笑いあり涙ありの感動大作です。

とき　３月３１日、午後１時３０分～４

時３０分（午後１時開場）　

※途中休憩あり。

ところ　中央公民館

上映作品　「きっと、うまくいく」（字幕

版）

定員　８０人（当日、直接会場へ）

入場料　無料　

問い合わせ　中央公民館

※車での来館はご遠慮ください。

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。
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２９

３月・４月の                      
東公民館ホール一般開放

とき　３月４日～４月２２日の毎週日曜

日、午前９時～午後５時

利用内容と貸出遊具　卓球、バドミン

トンなど　

使用料　無料　

持ち物　上靴　

問い合わせ　東公民館

４月短期鉄棒チャレンジ      
コース

とき　４月１１日、１８日、２５日、

午後３時４０分～４時３０分（全３回）

ところ　市民総合体育館

対象者　５歳～小学２年生

定員　１０人　

参加費　２７００円

持ち物　上靴、飲み物

※運動できる服装で参加してください。

申し込み　３月１４日、午前１０時～、

参加費を添えて市民総合体育館へ（申

し込み先着順、電話申し込み不可）

 Ｓｐｒｉｎｇ テニス 
ス プ リ ン グ

 ｗｉｔｈ  お花見
ウィズ

とき　４月７日、①②午前９時３０分

～１０時５０分、③④午前１１時１０分～午後

０時３０分、⑤⑥午後１時３０分～２時４０

分

ところ　総合スポーツ公園

対象者　①５～６歳、②③小学１～２

年生、④⑤小学３～４年生、⑥小学５

～６年生

定員　各８人

参加費　５００円（当日徴収）

申し込み　３月１６日、午前９時～、

総合スポーツ公園へ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

  

少年軟式野球体験教室

とき　３月２４日、２５日、４月２１日

、２２日、午前９時～正午（雨天中

止）　

※都合の良い時間に直接会場へ。

ところ　高辺台小学校

対象者　小学生の男女　

参加費　無料

持ち物　野球道具（貸し出しもあり）、

運動靴、飲み物

※運動できる服装で参加してください。

問い合わせ　吉岡　秀明さん（ジュニ

ア金剛）〔０９０(１７１０)５８６８〕　

※詳細は、ホームページ〔http://jr-

kongo.xii.jp/〕をご覧ください。

けあぱる親子体操教室

とき　３月２４日、正午～午後０時５０

分

ところ　けあぱる

内容　ボールや縄跳びを使ったいろい

ろな遊び

対象者　２～３歳の子ど

もとその保護者

定員　６組

参加費　１２００円

持ち物　飲み物、タオル

※運動できる服装で参加してください。

申し込み　３月７日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（定員３組、申

し込み先着順、電話申し込み可）

※３月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員３組、申

し込み先着順）。

  スポーツ 市民総合体育館親子体操教室

とき　４月１７日、２７日、 午前１０時

３０分～１１時２０分

ところ　市民総合体育館

内容　鉄棒、マット、平均台

対象者　２～３歳の子どもと保護者

定員　各１０組　参加費　８００円

持ち物　上靴、飲み物

※運動できる服装で参加してください。

申し込み　３月１３日、午前１０時～、

参加費を添えて市民総合体育館へ（申

し込み先着順、電話申し込み不可）

キッズチアダンス教室

とき・対象者　毎週木曜日、午後４時

３０分～５時２０分＝小学１～２年生、毎

週金曜日、午後３時２０分～４時１０分＝

４～５歳（いずれも月４回）

ところ　青少年スポーツホール

定員　各４人　参加費　月額３０００円

持ち物　上靴、飲み物、タオル

※運動できる服装で参加してください。

申し込み　３月６日、午前１０時～、

参加費を添えて青少年スポーツホール

へ（申し込み先着順、電話申し込み不

可）

サッカー教室

とき　３月２４日、午後２時～３時

ところ　金剛中央グラウンド

対象者　３～１２歳　定員　９０人　

参加費　１０００円（当日徴収）

持ち物　シューズ、飲み物、タオル

※運動できる服装で参加してください。

申し込み　３月７日、午前１０時～、

市民総合体育館または青少年スポーツ

ホールへ（申し込み先着順、電話申し

込み可）

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。
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※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

府障がい者スポーツ大会

とき　①５月１３日、②１９日、③２０

日、④２６日、⑤２７日、⑥６月２

日、午前８時３０分ごろ～

ところ　万博記念競技場（吹田市）、府

立門真スポーツセンター（門真市）他

種目　①陸上、②水泳、③アーチェ

リー、④ボウリング、⑤フライングディ

スク、⑥卓球

対象者　①②③⑤⑥身体障がい者手帳

所持者、①②④⑤⑥知的障がい者手帳

所持者、⑥精神障がい者手帳所持者ま

たは自立支援医療（精神通院）受給者

証の所持者　

参加費　無料

申し込み　３月１６日までに、障がい

福祉課（内線１９２）へ

３０
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ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　高校生以上の人

定員　各１５人（ただし、③⑦⑧⑨は各

２０人、⑩は１０人）　

参加費　各５０００円　

※施設利用料は別途必要です。  

申し込み　３月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（申し込み先着

順、電話申し込み不可）

グラウンドゴルフ大会

とき　３月２０日、午前９時３５分～正

午（午前８時４５分～受け付け、雨天時

は２７日に延期）

ところ　石川河川敷川西グラウンドゴ

ルフ場

内容　２４ホールストロークプレー

定員　１００人

参加費　５００円（当日徴収）

申し込み　３月６日、午前１０時～、

市民総合体育館〔(２５)１４４０〕へ（申し

込み先着順、電話・ファクス申し込み

可）

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

健康づくり教室（10回）

《水泳の部》

①はじめてのスイミング　４月１７日～

６月２６日の火曜日、

午後１時～２時

②スイムトレーニン

グ　４月１７日～６月

２６日の火曜日、午後

２時３０分～３時３０分

③アクアビクス　４月１８日～６月２７日

の水曜日、午前１１時～正午

④４泳法チャレンジ　４月１８日～６月

２７日の水曜日、午後１時３０分～２時３０

分

⑤クロールからのステップアップ　４

月１８日～６月２７日の水曜日、午後３時

～４時

⑥クロール入門　４月１９日～６月２８日

の木曜日、午後１時～２時

⑦水中ウォーキング　４月１９日～６月

２８日の木曜日、午後２時３０分～３時３０

分

⑧平泳ぎ入門　４月２０日～６月２９日の

金曜日、午後１時～２時

⑨アクアトレーニング　４月２１日～６

月３０日の土曜日、午後２時～３時

《陸上の部》

⑩バランスボール　４月１７日～６月２６

日の火曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑪フラダンス　４月１９日～６月２８日の

木曜日、午前９時４５分～１０時４５分

⑫ヨガ　４月１９日～６月２８日の木曜

日、午後１時～２時

⑬ライトヨガ　４月１９日～６月２８日の

木曜日、午後２時３０分～３時３０分

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。

●市民総合体育館  　  (24) 2265

休みません

●青少年スポーツホール  (29) 3778

休みません

●総合スポーツ公園    (35) 2121

休みません

●図書館　

中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

３/５、１２、１９、２６、４/２

●公民館　

中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

３/５、１２、１９、２１、２６、４/２

●人権文化センター    (24) 0583

３/４、１１、１８、２１、２５、４/１

●児童館  　　　　　  (25) 0666

３/４、１１、１８、２１、２５、４/１

● Ｔｏｐｉｃ (きらめき創造館) （26）8056
トピック

３/２１

●すばるホール  　　  (25) 0222

３/５、１２、１９、２６、４/２

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

３/７、１４、２１、２８、４/４

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

３/３、４、１０、１１、１７、１８、２１、２４、

２５、３１、４/１

●総合福祉会館　　    (25) 8261

３/２１　※毎週木曜日は浴場の利用は

できません。

●かがりの郷  　　　  (20) 6070

３/２１　※毎週月曜日と３/３は浴場の

利用はできません。

●けあぱる  　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる  (28) 8668

３/５、１２、１９、２６、４/２

●農業公園サバーファーム (35) 3500

３/５、１２、１９、２６、４/２

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館    (26) 0110

　旧田中家住宅　  　  (25) 6771

３/５、１２、１９、２６、４/２

●きらめきファクトリー  (24) 5500

休みません

●消防本部・消防署    (23) 0119

　金剛分署　　  　　  (29) 0119

　消防災害情報案内0180 (99) 7299

●防災情報音声案内サービス（防災無

線音声確認） 0800 (805) 5653
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　ひな人形展示

　江戸末期から明治初期のものと思われるひな人形を

特別展示しています。

と　き　３月２１日まで（午前１０時～午後５時、月曜

日休館）

ところ　重要文化財旧杉山家住宅

入館料　400円（６～１５歳は２００円）

問い合わせ　文化財課（内線５０８）

　雛祭で謡い舞う

　謡講と能楽を楽しむイベントを開催します。

と　き　３月１１日、午後６時～８時

ところ　重要文化財旧杉山家住宅

定　員　７０人

参加費　１０００円（６～１５歳は８００円）　※入館料含む。

申し込み　３月６日～（土・日曜日を除く、午前１０

時～午後５時）、じないまち四季物語実行委員会事務

局〔０８０(６２０５)４５４０〕へ（申し込み先着順）

 雛 めぐり関連イベント
ひな

　お茶会

と　き　３月１０日、午前１０時～午後３時

　　　　（受け付けは午後２時３０分まで）

ところ　旧田中家住宅

定　員　１５０人（当日、直接会場へ）

参加費　４００円（お茶・お菓子代）

問い合わせ　文化財課（内線５０７）

　小品花展

と　き　３月１０日、１１日、午前１０時～午後

４時

ところ　旧田中家住宅

入場料　無料

問い合わせ　文化財課（内線５０７）

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。
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